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報) 生産システムコンサルティングの分析. 精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集, A0304, pp. 19–20,

2020.

[411] 梅田靖: ディジタルトリプレットによる新たなモノづくりとライフサイクル価値創成. 日本機械学会年次大会

　先端技術フォーラム Society5.0を支える計算情報科学基盤の深化と進展, 2020.

[412] 石田涼, 三宅岳, 木下裕介, 梅田靖, 松田源一郎, 田島章男: 共同利用施設向けローカライズド・バイクシェアリ

ングシステムの提案. エコデザイン・プロダクツ＆サービスシンポジウム 2020 (EcoDePS 2020) Proceedings,

pp. 77–85, 2020.

[413] Fuwei Tao, Yusuke Kishita, Christian Thies, Mark Mennenga, Yasushi Umeda: Designing a sustainable

circulation system for second-life traction batteries: A research framework. エコデザイン・プロダクツ＆サー

ビスシンポジウム 2020 (EcoDePS 2020) Proceedings, pp. 101–109, 2020.

[414] 小野塚颯太, 木下裕介, 松本光崇, 小島道一, 梅田靖: 東南アジアを対象とした持続可能な消費と生産シナリオ

の定量化手法の提案. エコデザイン・プロダクツ＆サービスシンポジウム 2020 (EcoDePS 2020) Proceedings,

pp. 115–120, 2020.

[415] 廣田貴光, 木下裕介, Phaal Robert, 中野辰大, 田中準人, 磯貝俊樹, 梅田靖: 自動車産業の脱炭素ビジョン実現

に向けたバックキャスティング型ロードマップ設計手法の適用. 第 16回日本 LCA学会研究発表会, 日本 LCA

学会, 1-B3-01, pp. 66–68, 2021.

[416] 佐藤 隆臣, 後藤 潤平, 木下 裕介, 梅田靖: Digital Triplet 型生産システムコンサルティング手法の提案 (第 2

報) 改善ポイント分析支援手法・システムの提案. 日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日

本機械学会, No. 21-10, pp. 63–64, 2021.

[417] 後藤 潤平, 本郷 結希, キム ドンシク, 山川 博司, 木下 裕介, 白藤 翔平, 梅田 靖, 太田 順, 坂元 和馬, 助川 拓士,

51



松沢 大樹, 斎藤 賢宏, 小島 史夫: ディジタルトリプレットのためのラーニングファクトリーの構築. 日本機械学

会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No. 21-10, pp. 71–72, 2021.

[418] 本郷 結希, 後藤 潤平, 木下 裕介, 武田 英明, 近藤 伸亮, 梅田靖: Digital Triplet 型生産システムのための意思

決定プロセス構造化支援システムの構築. 日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械

学会, No. 21-10, pp. 73–74, 2021, (日本機械学会若手優秀講演フェロー賞受賞).

[419] 山根 大河, 木下 裕介, 梅田 靖, 増田 周弥, 濱田 徳亜: フィルタレベルの枝刈りを用いた外観検査 AI の軽量

化及び推論高速化. 日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No. 21-10, pp.

81–82, 2021.

[420] 瀬川拓未, 木下裕介, 梅田靖, 瀧居真梨子, 今村剛, 櫻井秀夫: ライフサイクル設計のための循環性評価～トナー

ボトルを例題にして. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, A0304, pp. 21–22, 2021.

[421] 石田涼, 三宅岳, 木下裕介, 梅田靖, 松田源一郎, 田島章男: 共同利用施設向けローカライズド・バイクシェア

リングシステムの提案. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, A0307, pp. 27–28, 2021, (ベストプレゼン

テーション賞受賞).

[422] 金子和樹, 本郷結希, 木下裕介, 梅田靖: 個人化手続き設計方法論の提案. 精密工学会春季大会学術講演会講演論

文集, A0308, pp. 29–30, 2021.

[423] 蛭田智昭, 梅田靖: デジタル・トリプレット構想に基づくデータドリブン型状態監視システムの設計方法. 精密

工学会春季大会学術講演会講演論文集, A0309, pp. 31–32, 2021.

[424] 横田大輝, 梅田靖, 太田順, 淺間一, 笠原清司, 福元誠悟, 加藤俊哉: プラント巡回点検における熟練知識構造の

分析. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, A0310, pp. 33–34, 2021.

[425] 梅田靖: Sustainability実現に向けたものの使い方の変化の促進. 第 33 回環境工学連合講演会講演論文集, 日

本学術会議, P-08, pp. 63–66, 2021, (招待講演).

[426] 梅田靖: デジタルトリプレットによる新たなモノづくりとライフサイクル価値創成 ～人の知を CPSへ取り込

むデジタル・カイゼン～. 日本機械学会年次大会　先端技術フォーラム 人を中心とした新産業革命を日本から推

進するために, 日本機械学会年次大会講演論文集, F011-02, 2021.

[427] 梅田靖 : ライフサイクル設計の最近のトレンド. 日本機械学会第 31回設計工学・システム部門講演会, (講演論

文なし), 2021.

[428] 西田拓未, 木下裕介, 中塚記章, 赤松史光, 梅田靖 : シナリオ分析を用いた木質バイマスエネルギー事業プラン

ニグ支援手法の提案. 日本機械学会第 31回設計工学・システム部門講演会講演論文集, 1207, No. 21-4, 2021.

[429] 後藤潤平, 本郷結希, 山川博司, 武田英明, 近藤伸亮, 白藤翔平, 太田順, 梅田靖, 坂元和馬, 助川拓士, 松沢大樹,

斎藤賢宏, 小島史夫: デジタルトリプレット構想に基づくラーニングファクトリーの構築. 日本機械学会第 31回

設計工学・システム部門講演会講演論文集, 3304, No. 21-4, 2021, (日本機械学会設計工学・システム部門優秀講

演表彰　受賞論文).

[430] 木下裕介, 小野塚颯太, 松本光崇, 小島道一, 梅田靖: 持続可能な消費と生産のビジョン作成のためのバックキャ

スティング型シナリオ設計手法の提案: 東南アジア地域を対象とした事例分析. 精密工学会秋季大会学術講演会

講演論文集, A20, pp. 23–24, 2021.

[431] Yasushi Umeda: Digital Triplet of Learning Factory - Enhancing Engineers’ Abilities in Smart Manu-

facturing. Tokyo-Cambridge Voices: Engineering the future by leveraging digital technologies, University

of Cambridge Institute for Manufacturing (IfM) and The University of Tokyo School of Engineering &

Institute of Industrial Science (IIS), 2021.

[432] 西田拓未, 木下裕介, 中塚記章, 赤松史光, 梅田靖: 木質バイオマスエネルギー事業を対象としたプランニング支

援手法の提案. 第 17回日本 LCA学会研究発表会, 日本 LCA学会, 2-B3-03, 2022.

[433] Fuwei Tao, Yusuke Kishita, Yasushi Umeda: Scenario analysis of sustainable circulation system of traction

lithium-ion batteries. 第 17回日本 LCA学会研究発表会, 日本 LCA学会, 2-E04-02, 2022.

52



[434] Tianzheng Gao, Yusuke Kishita, Yasushi Umeda: Applying Natural Language Processing to Support

Scenario Structuring for Sustainable Futures. 第 17 回日本 LCA 学会研究発表会, 日本 LCA 学会, 2-B3-03,

2022.

[435] 後藤潤平, 新森聡志, 近藤伸亮, 武田英明, 梅田靖: Digital Triplet 型エンジニアリング支援のためのプロセ

スモデリング手法. 日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No. 22-6, pp.

139–144, 2022.

[436] 秋山怜穏, 後藤潤平, 新森聡志, 近藤伸亮, 梅田靖, 西尾匡弘 : 車両製造を例題とした Digital Triplet に基づく工

程設計支援. 日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No. 22-6, pp. 145–149,

2022.

[437] 佐藤隆臣, 竹内寛樹, 近藤伸亮, 梅田靖: Digital Triplet 型生産システムコンサルティング手法の提案 (生産シ

ステムコンサルティング汎化プロセスモデルの導出). 日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文

集, 日本機械学会, No. 22-6, pp. 150–155, 2022.

[438] 高木咲恵, 木下裕介, 渡辺健太郎, 森郁惠, 梅田靖 : コミュニケーションツールを題材としたデジタル技術活用

型サービスシステム設計方法論の適用. サービス学会第 10回国内大会講演論文集, A-2-3-02, 2022.

[439] 三好志温, 黒澤慶能, 瀧居真理子, 今村剛, 櫻井秀夫, 木下裕介, 梅田靖: トナーボトルを例題とした循環性向上

のためのライフサイクル設計. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, A05, pp. 7–8, 2022.

[440] 竹内寛樹, 梅田靖, 木下祐介, 近藤伸亮, 佐藤隆臣: ディジタル・トリプレット構想に基づく生産システムコンサ

ルティング支援̶ケーススタディ̶. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, A09, pp. 13–14, 2022.

[441] 山根大河, 梅田靖, 木下裕介, 増田周弥, 濱田徳亜: 産業応用を目指した外観検査 CNNの軽量化. 精密工学会春

季大会学術講演会講演論文集, A11, pp. 17–18, 2022.

[442] 栗原怜也, 高御堂良太, 梅田靖, 淺間一, 笠原清司, 田中祐一, 福元誠悟, 加藤俊哉, 是永真泰, 星　美咲, 太田　

順: VRシステムを用いた石油精製プラント運転員の熟練点検技能の抽出. 精密工学会春季大会学術講演会講演

論文集, H85, pp. 622–623, 2022.

[443] 梅田靖: 本講座の設立趣旨、社会連携講座白書 2021について. 東京大学人工物工学研究センター社会連携講座

「次世代ものづくりアーキテクチャ」設立シンポジウム, 東京大学人工物工学研究センター, 2022.

[444] 梅田靖: 人の知恵を活用した生産システムの実現に向けて. 東京大学人工物工学研究センター社会連携講座「次

世代ものづくりアーキテクチャ」設立シンポジウム, 東京大学人工物工学研究センター, 2022.

[445] 梅田靖: 共同研究テーマ紹介. 東京大学人工物工学研究センター社会連携講座「次世代ものづくりアーキテク

チャ」設立シンポジウム, 東京大学人工物工学研究センター, 2022.

[446] 田村知之, 小田垣遼大, 梅田靖, 木下裕介, 三宅岳, 松田源一郎, 田島章男: 製品ライフサイクルと情報システム

の統合的設計手法の提案（第 1報）設計過程の構造的整理及び手法の流れの提案. 精密工学会秋季大会学術講演

会講演論文集, B19, pp. 105–106, 2022.

[447] 小田垣遼大, 田村知之, 梅田靖, 木下裕介, 三宅岳, 松田源一郎, 田島章男: 製品ライフサイクルと情報システム

の統合的設計手法の提案（第 2報）製品ライフサイクルと情報システムの統合評価手法の提案. 精密工学会秋季

大会学術講演会講演論文集, B20, pp. 107–108, 2022.

[448] 近藤伸亮, 秋山怜穏, 新森聡志, 梅田靖, 武田英明 : Digital Triplet を用いた人中心型生産システムへ向けて. 日

本機械学会第 32回設計工学・システム部門講演会講演論文集,2501, 2022.

[449] 佐藤隆臣, 竹内寛樹, 近藤伸亮, 梅田靖 : Digital Triplet 構想に基づく生産システムコンサルタントの養成 OJT

教育との比較. 日本機械学会第 32回設計工学・システム部門講演会講演論文集,2502, 2022.

[450] 木下裕介, 横田大輝, 水野有智, 梅田靖 : デジタル技術を活用したシナリオ設計方法論の開発: オンラインワー

クショップの実践に基づく研究課題抽出. 日本機械学会第 32回設計工学・システム部門講演会講演論文集,2503,

2022.

[451] 新森聡志, 浜靖典, 伊藤愛, 梅田靖 : デジタルトリプレット構想に基づく生産システムの DX 支援手法. 日本機

53



械学会第 32回設計工学・システム部門講演会講演論文集,2512, 2022.

[452] 高天正, 木下裕介, 梅田靖 : 自然言語処理の応用による持続可能な社会シナリオの構造化支援. 日本機械学会第

32回設計工学・システム部門講演会講演論文集,2513, 2022.

[453] Tiangzheng Gao, Yusuke Kishita, Yasushi Umeda: Semi-automated visualization method of sustainability

scenarios using natural language processing. Book of Conference Abstracts of EcoBalance 2022, 2-1F-3, p.

37, 2022.

[454] Takamitsu Hirota, Yusuke Kishita, Masakuni Tsunezawa, Kohei Sugiyama, Kazuyuki Tasaka, Yasushi

Umeda: Developing architecture for platform-based Circular Economy business: A case study of container

reuse business. Book of Conference Abstracts of EcoBalance 2022, 2-2D-2, p. 42, 2022.

[455] 梅田靖: 持続可能社会に向けて高付加価値型製造業をもたらす次世代ものづくりアーキテクチャ. ダイキン東

京大学産学協創フォーラム, 東京大学, 2022.

[456] 田村知之, 小田垣遼大, 梅田靖, 三宅岳, 松田源一郎, 田島章男, 木下裕介: 一体性を保った CEビジネスの設計

方法論の提案. エコデザイン・プロダクツ＆サービスシンポジウム 2022 (EcoDePS 2022) Proceedings, 2020.

[457] 廣田貴光, 木下裕介, 経沢正邦, 杉山浩平, 田坂和之, 梅田靖: アーキテクチャを活用したプラットフォーム型

サーキュラーエコノミービジネスシナリオ設計方法論. エコデザイン・プロダクツ＆サービスシンポジウム 2022

(EcoDePS 2022) Proceedings, 2022.

[458] 横田大輝, 木下裕介, 水野有智, 梅田靖: デジタル技術を活用したシナリオ設計方法論の開発（ワークショップ

を用いたデジタル技術活用方法の探索）. エコデザイン・プロダクツ＆サービスシンポジウム 2022 (EcoDePS

2022) Proceedings, 2022.

[459] 早川健太, 木下裕介, 近藤伸亮, 西尾匡弘, 白藤翔平, 梅田靖: Set Parts Supply 工程を題材とした生産現場に

おける高年齢労働者の特徴分析. エコデザイン・プロダクツ＆サービスシンポジウム 2022 (EcoDePS 2022)

Proceedings, 2020, (ベストポスター賞).

[460] 梅田靖: ISO TC323について. 国際動向セミナー, LCA日本フォーラム, 2023.

[461] 成宮大翔, 近藤伸亮, 梅田靖, 西尾匡弘: CAD を用いたエンジニアリングプロセスの動態保存手法の提案. 日本

機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No. 23-10, 601, pp. 199–203, 2023.

[462] 秋山 怜穏, 近藤伸亮, 梅田靖: Digital Triplet に基づくエンジニアリングのためのデータ基盤の開発. 日本機械

学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No. 23-10, 603, pp. 210–215, 2023.

[463] 稲垣泰史, 山川博司, 梅田靖, 濱田徳亜: 機械学習を用いた製造工程における半導体ウエハの品質検査. 日本機械

学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No. 23-10, 605, pp. 217–222, 2023.

[464] 新森聡志, 伊藤愛, 浜靖典, 梅田靖: Digital Triplet に基づく問題解決プロセスの逐次記述支援手法. 日本機械

学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No. 23-10, 607, pp. 229–234, 2023.

[465] 加藤瑞樹, 梅田靖, 武田英明, 近藤伸亮, 安井俊徳, 中村昌弘: Digital Triplet に基づくエンジニアリングナビ

ゲーションシステム開発手法. 日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No.

23-10, 608, pp. 235–240, 2023.

[466] 早川健太, 木下裕介, 近藤伸亮, 西尾匡弘, 白藤翔平, 梅田靖 : Well-being向上を目的とした生産現場の高年齢

労働者の特徴分析. サービス学会第 11回国内大会講演論文集, B-3-1-3, 2023.

[467] 孫榕, 木下裕介, 梅田　靖: 電気自動車畜電池の持続可能な循環システム構築に向けたシナリオ分析. 精密工学

会春季大会学術講演会講演論文集, C19, pp. 255–256, 2023.

[468] 瀧本紘平, 梅田靖, 太田順, 淺間一, 笠原清司, 福元誠悟, 加藤俊哉, 田村直, 是永真泰, 笹村晃伸, 星美咲: プラン

ト点検における巡回経路生成手法の提案. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, C26, pp. 267–268, 2023.

[469] 小田垣遼大, 田村知之, 梅田靖, 木下裕介, 三宅岳, 松田源一郎, 田島章男: 製品ライフサイクルと情報システ

ムの統合的設計のためのシミュレーション手法の提案. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, C29, pp.

271–272, 2023.

54



[470] 経沢正邦, 廣田貴光, 木下裕介, 杉山浩平, 田坂和之, 梅田靖: アーキテクチャを活用したプラットフォーム型

サーキュラーエコノミービジネスシナリオ設計方法論の開発－ IoT技術を活用したごみ回収システムに対する事

例分析－. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, C30, pp. 273–274, 2023.

[471] Masakuni Tsunezawa, Takamitsu Hirota, Kohei Sugiyama, Kazuyuki Tasaka, Yusuke Kishita, Yasushi

Umeda: Developing Architecture-based scenario design methodology for platform enabled circular economy

business: A case study of waste collection system. CARE Innovation 2023, 2023.

[472] 梅田靖: CEのものづくりへの影響. 日本 LCA学会「サーキュラーエコノミーと LCA」講演会, 日本 LCA学

会, 2023.

[473] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーに向けた機械工学の役割. 学会横断テーマ「循環経済の実現に向けた機械工

学の役割」, 日本機械学会年次大会, 日本機械学会, 2023.

[474] 梅田靖: デジタルトリプレットによる CPPSプロセス知の記述. 先端技術フォーラム「人・社会の不確かさ・

複雑さを含めた拡張デジタルツインの構築を目指して」, 日本機械学会年次大会, 日本機械学会, 2023.

[475] 田村知之, 小田垣遼大, 木下裕介, 梅田靖, 三宅岳, 松田源一郎, 田島章男: ライフサイクルと情報システムの統

合的設計手法の提案（第 3報）－情報システムを有効に活用した製品ライフサイクルの設計方法の提案－. 精密

工学会秋季大会学術講演会講演論文集, E43, pp. 396–397, 2023.

[476] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーを推進するライフサイクルエンジニアリング. 精密工学会秋季大会学術講演

会講演論文集, K59, pp. 805–806, 2023.

[477] 三宅岳, 松田源一郎, 田島章男, 木下裕介, 梅田靖 : 需給バランスに注目したサーキュラー・エコノミーを志向

したライフサイクル設計について. 精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集, K60, pp. 807–808, 2023.

[478] 加藤瑞樹, 梅田靖, 武田英明, 近藤伸亮, 安井俊徳, 中村昌弘 : Digital Triplet に基づくエンジニアリングナ

ビゲーションシステム開発手法の提案. 日本機械学会第 33 回設計工学・システム部門講演会講演論文集,1309,

2023.

[479] 伊藤愛, 新森聡志, 浜靖典, 梅田靖 : Digital Triplet型プロセス記述によるエンジニアのノウハウ蓄積の実用化

可能性. 日本機械学会第 33回設計工学・システム部門講演会講演論文集,3101, 2023.

[480] 三竹祐矢, 木下裕介, 梅田靖 : サーキュラー・エコノミー実現に向けた Smart-circular PSS 文献調査を通じた

概念構造の明確化. 日本機械学会第 33回設計工学・システム部門講演会講演論文集,3112, 2023.

[481] 孫榕, 木下裕介, 梅田靖 : シナリオ分析を用いた車載用電池循環ビジネス設計支援. Designシンポジウム 2023

講演論文集, pp. 188–195, 2023.

[482] 近藤伸亮, 成宮大翔, 馬国勝, 梅田靖, 西尾匡弘, 槇野浩司: CAD モデルを援用したエンジニアリングプロセス

保存手法の提案. Designシンポジウム 2023 講演論文集, pp. 341–344, 2023.

[483] 馬国勝, 近藤伸亮, 梅田靖, 西尾匡弘, 槇野浩司: 大規模言語モデルを用いたエンジニアリングプロセスの汎化.

日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, 2024.

[484] 秋山怜穏, 近藤伸亮, 梅田靖: Digital Tripletに基づくエンジニアリング支援のためのデータ基盤の開発. 日本

機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, 2024.

[485] 加藤瑞樹, 梅田靖, 武田英明, 近藤伸亮, 安井俊徳, 中村昌弘: Digital Triplet に基づくエンジニアリングナビ

ゲーションシステム開発手法. 日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, 2024.

[486] 佐藤剛, 梅田靖, 近藤伸亮: デジタルトリプレットに基づく切削加工の加工プログラム修正作業の分析. 日本機

械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, 2024.

[487] 坂本聖, 三竹祐矢, 伊藤愛, 赤松政紀, 野口直也, 浜靖典, 梅田靖 : デジタルトリプレット型予知保全支援システ

ムの提案. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, E29, pp. 472–473, 2024.

[488] 保坂爽太, 山川博司, 梅田靖, 濱田徳亜 : 深層学習を利用した伸線装置の不良検知. 精密工学会春季大会学術講

演会講演論文集, E30, pp. 474–475, 2024.

[489] 北森洸人, 梅田 靖, 太田順, 淺間一, 笠原清司, 大和尚也, 伊藤裕之, 大東泰三, 田村直, 加藤俊哉, 是永真泰, 笹村

55



晃伸, 野中史彦 : 熟練者、未熟練者の点検行動の比較に基づくプラント点検知識の抽出. 精密工学会春季大会学

術講演会講演論文集, E31, pp. 476–477, 2024.

[490] 上野勝慶, 三竹祐矢, 陳思詠, 安炳辰, 後藤彰, 渡邉啓悦, 近藤伸亮, 梅田靖 : デジタル・トリプレットに基づく

設計プロセスの分析. 精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, E35, pp. 482–483, 2024.

[491] 竹内寛樹, 高御堂良太, 神田真司, 梅田靖, 淺間一, 笠原清司, 大和尚也, 伊藤裕之, 大東泰三, 田村直, 加藤俊哉,

是永真泰, 笹村晃伸, 野中史彦, 太田順: マルチモーダル知覚行動計測システムによる熟練点検技能の抽出. 精密

工学会春季大会学術講演会講演論文集, H44, pp. 816–817, 2024.

その他の寄稿・書評等 (Others)

[1] インバース・マニュファクチャリングとは何か 水面下で進む「逆工場」バトル. 月刊ウェイスト・リサーチ, Vol.

8, No. 12, (株)ウェイスチ・リサーチ, pp. 11–13, 1996年 12月.

[2] 馬場靖憲, 梅田靖: インバース・ファクトリーを実現するために. Nippon Steel Monthly, 新日本製鉄 (株), Vol.

66, April/May, pp. 3–5, 1997.

[3] 梅田靖: インバース・マニュファクチャリングについて. IMS, Vol. 8, No. 4, p.14, 1997.

[4] 梅田靖: 「生産」の時代を脱して — インバース・マニュファクチャリングという道. 21世紀フォーラム, No.

63, pp.38–41, 1998.

[5] 鵜浦真紗子, 谷口正次, 竹内良一, 梅田靖, 羽田野祐治: 座談会「持続可能な発展を目指して — 国連大学ゼロエ

ミッション研究の展開 —」. ペトロテック, Vol. 21, No. 4, p.288–297, 1998.

[6] 梅田靖: インバース・マニュファクチャリングの実現. 自販機リポート Vend, Vol. 3, 1999 Winter, pp. 16–17,

1999.

[7] 梅田靖: ゴミを出さない産業構造. 予防時報, No. 197, pp.42–48, 1999.

[8] 梅田靖: 環境調和型リサイクル（その 4）─インバース・マニュファクチャリング─. ぼなんざ, No. 284,

pp.23–28, 1999.

[9] 梅田靖: 次世代生産システムを拓く— “逆工場”で循環型志向. 日刊工業新聞, 1999.11.26, 1999.

[10] 梅田靖: ものから機能の提供へと転換をはかる. 今月のゲスト, ツールエンジニア, Vol. 41, No.2, pp. 17–20,

2000.

[11] 梅田靖: 「逆工場」という考え方. Ojo, 読売新聞社, Vol. 2, No.11, pp. 3–6, 2000.

[12] 梅田靖: メンテナンス研究会 A分科会:メンテナンスのあり方. 特集「21世紀におけるメンテナンスのあり方を

求めて」, 技術と経済, No. 403, pp. 29–35, 2000.

[13] 梅田靖: インバースマニュファクチャリングから見た循環ビジネスの可能性. 技術と経済, No. 441, pp. 46–55,

2003.

[14] 梅田靖: 構造物長寿命化メンテナンス技術開発. Engineering, エンジニアリング振興協会, No. 105, pp. 10–11,

2004.

[15] 住明正, 大崎満, 吉田文和, 梅田靖, 赤松史光, 石井善明, 植田和弘, 山中伸介: 循環型社会の目指すべき姿とは. サ

ステナ, サステイナビリティ連携推進機構, No. 13, pp. 4–26, 2010.

[16] 梅田靖: 「持続可能性」の意味 (1). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 44,

No. 4, pp. 66–67, 2012.

[17] 梅田靖: ものづくりマインドとリサイクル. サステナ, サステイナビリティ連携推進機構, No. 24, pp. 2–3, 2012.

[18] 梅田靖: 「持続可能性」の意味 (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 44,

No. 5, pp. 76–77, 2012.

[19] 梅田靖: 製造業の役割. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 44, No. 6, pp.

56



68–69, 2012.

[20] 梅田靖: ライフサイクル産業. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 44, No.

7, pp. 88–89, 2012.

[21] 梅田靖: リサイクルのむずかしさ (1). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol.

44, No. 8, pp. 72–73, 2012.

[22] 梅田靖: リサイクルのむずかしさ (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol.

44, No. 9, pp. 48–49, 2012.

[23] 梅田靖: 自動車の循環: 中古自動車の国際流通. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニ

ア, Vol. 44, No. 10, pp. 74–75, 2012.

[24] 梅田靖: 自動車の循環: 廃車処理 (1). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol.

44, No. 11, pp. ??–??, 2012.

[25] 梅田靖: 自動車の循環: 廃車処理 (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol.

44, No. 12, pp. 66–67, 2012.

[26] 梅田靖: 家電のリサイクル (1). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 45, No.

1, pp. 90–91, 2012.

[27] 梅田靖: 家電のリサイクル (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 45, No.

2, pp. 82–83, 2013.

[28] 梅田靖: 循環生産の事例. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 45, No. 3, pp.

78–79, 2013.

[29] 梅田靖: 丸型、カニ型、出会い系. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 45,

No. 4, pp. 80–81, 2013.

[30] 梅田靖: PSS. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 45, No. 5, pp. 76–77,

2013.

[31] 梅田靖: ライフサイクル設計. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 45, No.

6, pp. 88–89, 2013.

[32] 梅田靖: 物理寿命と価値寿命. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 45, No.

7, pp. 62–63, 2013.

[33] 梅田靖: ライフサイクル戦略. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 45, No.

8, pp. 70–71, 2013.

[34] 梅田靖: リユースのためのライフサイクル設計 (1). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエン

ジニア, Vol. 45, No. 9, pp. 76–77, 2013.

[35] 梅田靖: リユースのためのライフサイクル設計 (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエン

ジニア, Vol. 45, No. 10, pp. 80–81, 2013.

[36] 梅田靖: リユースのためのライフサイクル設計 (3). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエン

ジニア, Vol. 45, No. 11, pp. 72–73, 2013.

[37] 梅田靖: リユースの流れ. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 45, No. 12,

pp. 80–81, 2013.

[38] 梅田靖: 製品設計段階. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 46, No. 1, pp.

106–107, 2013.

[39] 梅田靖: 分解性設計・リサイクル性設計. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol.

46, No. 2, pp. 76–77, 2014.

[40] 梅田靖: ライフサイクル設計における DfXの効用と難しさ. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラ

ントエンジニア, Vol. 46, No. 3, pp. 72–73, 2014.

57



[41] 梅田靖: 環境配慮設計の実際. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 46, No.

4, pp. 76–77, 2014.

[42] 梅田靖: 小型家電リサイクル. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 46, No.

5, pp. 58–60, 2014.

[43] 梅田靖: ライフサイクル設計における評価. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 46, No. 6, pp. 64–65, 2014.

[44] 梅田靖: ライフサイクル設計に関連する種々の評価指標. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラント

エンジニア, Vol. 46, No. 7, pp. 64–65, 2014.

[45] 梅田靖: ライフサイクル設計に関連する種々の評価指標 (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラ

ントエンジニア, Vol. 46, No. 8, pp. 60–61, 2014.

[46] 梅田靖: ライフサイクル・アセスメント (1). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 46, No. 9, pp. 76–77, 2014.

[47] 梅田靖: ライフサイクル・アセスメント (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 46, No. 10, pp. 58–59, 2014.

[48] 梅田靖: ライフサイクル・アセスメント (3). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 46, No. 11, pp. 58–59, 2014.

[49] 梅田靖: ライフサイクル・アセスメント (4). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 46, No. 12, pp. 74–75, 2014.

[50] 梅田靖: ライフサイクル・アセスメント (5). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 47, No. 1, pp. 98–99, 2015.

[51] 梅田靖: 国際会議 Care Innovation 2014で. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 47, No. 2, pp. 80–81, 2015.

[52] 梅田靖: 国際リユース（１）. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 47, No.

3, pp. 74–75, 2015.

[53] 梅田靖: 国際リユース（２）. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 47, No.

4, pp. 76–77, 2015.

[54] 梅田靖: 国際リユース（3）. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 47, No. 5,

pp. 74–75, 2015.

[55] 梅田靖: 若者の自動車離れ？. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 47, No.

6, pp. 84–85, 2015.

[56] 梅田靖: プラスチックのリサイクルの新展開. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニ

ア, Vol. 47, No. 7, pp. 68–69, 2015.

[57] 梅田靖: リマニュファクチャリングが熱い. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 47, No. 8, pp. 74–75, 2015.

[58] 梅田靖: 持続可能なものづくりシナリオ? (1). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニ

ア, Vol. 47, No. 9, pp. 84–85, 2015.

[59] 梅田靖: 持続可能なものづくりシナリオ? (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニ

ア, Vol. 47, No. 10, pp. 70–71, 2015.

[60] 梅田靖: 持続可能なものづくりシナリオ? (3). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニ

ア, Vol. 47, No. 11, pp. 76–77, 2015.

[61] 梅田靖: 国際会議 TESConf 2015に参加して. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニ

ア, Vol. 47, No. 12, pp. 58–59, 2015.

[62] 梅田靖: 国際会議を主催すると. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 48, No.

58



1, pp. 92–93, 2015.

[63] 梅田靖: 論文って・・・. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 48, No. 2, pp.

66–67, 2016.

[64] 梅田靖: 銅資源枯渇シナリオ. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 48, No.

3, pp. 82–83, 2016.

[65] 梅田靖: 現地主義ものづくり. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 48, No.

4, pp. 86–87, 2016.

[66] 梅田靖: G7資源効率ワークショップ. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol.

48, No. 5, pp. 58–59, 2016.

[67] 梅田靖: 現地主義ものづくりの現地調査 (1). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 48, No. 6, pp. 54–55, 2016.

[68] 梅田靖: 現地主義ものづくりの現地調査 (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア,

Vol. 48, No. 7, pp. 56–57, 2016.

[69] 梅田靖: PREUSE. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 48, No. 8, pp.

68–69, 2016.

[70] 梅田靖: シンガポールのリマニュファクチャリング事情 (1). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラ

ントエンジニア, Vol. 48, No. 9, pp. 76–77, 2016.

[71] 梅田靖: シンガポールのリマニュファクチャリング事情 (2). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラ

ントエンジニア, Vol. 48, No. 10, pp. 76–77, 2016.

[72] 梅田靖: シンガポールのリマニュファクチャリング事情 (3). 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラ

ントエンジニア, Vol. 48, No. 11, pp. 86–87, 2016.

[73] 梅田靖: 環境視点からのものづくりの課題と今後の方向性. パナソニック技報, Vol. 62, No. 2, pp. 110–114,

2016.

[74] 梅田靖: 義務外品. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 48, No. 12, pp.

72–73, 2016.

[75] 梅田靖: 現地主義ものづくり　ースペインの場合ー. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエン

ジニア, Vol. 49, No. 1, pp. 76–77, 2017.

[76] 梅田靖: SDGs. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 49, No. 2, pp. 70–71,

2017.

[77] 梅田靖: つくる責任、つかう責任. 連載：持続可能社会に向けた「モノづくり」, プラントエンジニア, Vol. 49,

No. 3, pp. 72–73, 2017.

[78] 梅田靖: 毛細血管. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 49, No. 4, pp. 64–65,

2017.

[79] 梅田靖: 国際会議を主催して (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 49, No.

5, pp. 70–71, 2017.

[80] 梅田靖: 国際会議を主催して (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 49, No.

6, pp. 68–69, 2017.

[81] 梅田靖: 国際会議を主催して (3). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 49, No.

7, pp. 64–65, 2017.

[82] 梅田靖: デストピア？. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 49, No. 8, pp.

76–77, 2017.

[83] 梅田靖: 俺たちに明日はない. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 49, No. 9,

pp. 94–95, 2017.

59



[84] 梅田靖: マルチ・バリュー循環. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 49, No.

10, pp. 96–97, 2017.

[85] 梅田靖: 次世代ものづくり検討会 (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 49,

No. 11, pp. 80–81, 2017.

[86] 梅田靖: 次世代ものづくり検討会 (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 49,

No. 12, pp. 72–73, 2017.

[87] 梅田靖: エコデザインの三段階. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 50, No.

1, pp. 78–79, 2017.

[88] 梅田靖: 次世代ものづくりの姿？ (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 50,

No. 2, pp. 70–71, 2018.

[89] 梅田靖: 次世代ものづくりの姿？ (2) Digital Triplet. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエン

ジニア, Vol. 50, No. 3, pp. 58–59, 2018.

[90] 梅田靖: 次世代ものづくりの姿？ (3) Digital Triplet スマホ説. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プ

ラントエンジニア, Vol. 50, No. 4, pp. 54–55, 2018.

[91] 梅田靖: 次世代ものづくりの姿？ (4) データ→価値創出サイクル. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プ

ラントエンジニア, Vol. 50, No. 5, pp. 58–59, 2018.

[92] 梅田靖: 儲かる秘訣は･･･. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 50, No. 6, pp.

74–75, 2018.

[93] 梅田靖: Industrial AI and Industrial Big Data for Smart Industrial Systems. 連載：サステナブルなモノづ

くりのために, プラントエンジニア, Vol. 50, No. 7, pp. 66–67, 2018.

[94] 梅田靖: プラスチックのリサイクルに異変あり. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニ

ア, Vol. 50, No. 8, pp. 70–71, 2018.

[95] 梅田靖: タイムアクシスデザイン. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 50,

No. 9, pp. 78–79, 2018.

[96] 梅田靖: ただいま停電中. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 50, No. 10, pp.

74–75, 2018.

[97] サーキュラーエコノミー　日本企業の対応　オペレーションが課題. 日刊工業新聞, 2018 年 10 月 1 日, p. 13,

2018, https://newswitch.jp/p/14647.

[98] 梅田靖: CE 政策によるビジネスモデルの変化とライフサイクル設計の必要性を考える. 21PPI News Letter,

No. 63, 21世紀政策研究所 , 2018.

[99] 梅田靖: ライフサイクル工学からみた Circular Economyへの取り組み. 21世紀政策研究素　解説シリーズ48,

経団連タイムズ, No. 3376, 2018年 9月 13日, 経団連, 2018.

[100] 梅田靖: 進化し続ける工場？. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 50, No.

11, pp. 70–71, 2018.

[101] 梅田靖: マレーシア・ワークショップ（1）. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア,

Vol. 50, No. 12, pp. 74–75, 2018.

[102] 梅田靖: マレーシア・ワークショップ（2）. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア,

Vol. 51, No. 1, pp. 82–83, 2019.

[103] 梅田靖: AIについて最近思うこと（その 1）. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア,

Vol. 51, No. 2, pp. 52–53, 2019.

[104] 梅田靖: AIについて最近思うこと（その 2）. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア,

Vol. 51, No. 3, pp. 60–61, 2019.

[105] 梅田靖: 入口と出口. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 51, No. 4, pp.

60



62–63, 2019.

[106] 梅田靖: ラーニングファクトリー (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

51, No. 5, pp. 58–59, 2019.

[107] 梅田靖: ラーニングファクトリー (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

51, No. 6, pp. 62–63, 2019.

[108] 梅田靖: 今後のデジタル生産システムに求められるもの. 三菱電機技報, Vol. 93, No. 4, p. 1, 2019.

[109] 梅田靖: 人工物工学研究センター. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 51,

No. 7, pp. 62–63, 2019.

[110] 梅田靖: Circular Economy研究会 (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

51, No. 8, pp. 62–63, 2019.

[111] 梅田靖: Circular Economy研究会 (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

51, No. 9, pp. 86–87, 2019.

[112] 梅田靖: Circular Economy研究会 (3). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

51, No. 10, pp. 84–85, 2019.

[113] 梅田靖: インタビュー　欧州が打ち出した「サーキュラー・エコノミー」、裏にデジタル覇権争いあり.

NEWSWITCH, 日刊工業新聞社, https://newswitch.jp/p/18835, 2019.

[114] 梅田靖: インタビュー　サーキュラーエコノミーとデジタルの融合. JECCNEWS, 2019.秋号, pp. 4–6, 2019.

[115] 梅田靖: S-16　マレーシア　ワークショップ (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジ

ニア, Vol. 51, No. 11, pp. 66–67, 2019.

[116] 吉田勝: インタビュー「現代の邪悪」に対抗する日本流の次世代ものづくりを目指す～東大人工物工学研究セン

ター教授梅田靖氏に聞く. 日経 xTECH／日経ものづくり, https://tech.nikkeibp.co.jp/atcl/nxt/column/18/00134/102800174/,

2019.

[117] 梅田靖: S-16　マレーシア　ワークショップ (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジ

ニア, Vol. 51, No. 12, pp. 54–55, 2019.

[118] 梅田靖: 欧州サーキュラー・エコノミー政策の一側面. GPN News, No. 115, pp. 8–9, 2019.

[119] 梅田靖: 環境政策から経営戦略へ, 欧州流にどう望むMETI Jorunalダイジェスト, 日刊工業新聞,2019.12.27.

[120] 梅田靖: EcoDesign2019 (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 52, No. 1,

pp. 68–69, 2019.

[121] 梅田靖: EcoDesign2019 (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 52, No. 2,

pp. 64–65, 2020.

[122] 梅田靖: 資源循環がビジネスになる日. 技術と経済, No. 636, pp. 30–45, 2020.

[123] 梅田靖: ラーニング・ファクトリー実現に向けた動き. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエ

ンジニア, Vol. 52, No. 3, pp. 58–59, 2020.

[124] 梅田靖: Absolute Sustainability. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 52,

No. 4, pp. 66–67, 2020.

[125] 梅田靖: EU発「サーキュラーエコノミー」の日本企業の経営へのインパクト. 月刊経団連, 2020年 4月号, pp.

34–35, 2020.

[126] 梅田靖: サーキューラーエコノミーに使い方の変革はどの位有効か？ (1). 連載：サステナブルなモノづくりの

ために, プラントエンジニア, Vol. 52, No. 5, pp. 58–59, 2020.

[127] 梅田靖: 新型コロナウィルスがもたらすもの (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジ

ニア, Vol. 52, No. 6, pp. 52–53, 2020.

[128] 梅田靖: 新型コロナウィルスがもたらすもの (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジ

ニア, Vol. 52, No. 7, pp. 60–61, 2020.

61



[129] 梅田靖: サーキューラーエコノミーに使い方の変革はどの位有効か？ (2). 連載：サステナブルなモノづくりの

ために, プラントエンジニア, Vol. 52, No. 8, pp. 68–69, 2020.

[130] 梅田靖: 循環プロバイダー. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 52, No. 9,

pp. 60–61, 2020.

[131] 梅田靖: 人工物コロキウム (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 52, No.

10, pp. 52–53, 2020.

[132] 梅田靖: 人工物コロキウム (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 52, No.

11, pp. 52–53, 2020.

[133] 梅田靖: ディジタル・トリプレットの実行例 (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジ

ニア, Vol. 52, No. 12, pp. 50–51, 2020.

[134] 梅田靖: ディジタル・トリプレットの実行例 (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジ

ニア, Vol. 53, No. 1, pp. 64–65, 2020.

[135] 梅田靖: 欧州パワー. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 53, No. 2, pp.

60–61, 2021.

[136] 梅田靖: 中小企業などの使用電力 100%再エネ化実現に注力　再エネ 100%宣言 RE Action (インタビュー).

新エネルギー新報, No. 228, pp. 4–5, 2021.

[137] 梅田靖: チャット機能は怖い. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 53, No. 3,

pp. 58–59, 2021.

[138] 梅田靖: 材料リサイクルを促すサーキュラーエコノミーの進展. 週刊ダイヤモンド, Vol. 109, No. 13, pp.

82–83, 2021, (インタビュー).

[139] 瀧田 桃子: 【イベントレポート】サーキュラーエコノミー時代の事業戦略とは？ ライオン・ブリヂストン・バン

ドー化学に学ぶ実践事例. Circular Economy Hub, https://cehub.jp/report/circulareconomy businessstrategy event/,

2021.

[140] 梅田靖: SDGs とつながりながら、グリーン購入や持続可能な購入を市民レベルに. Vane, Vol. 10, 2021

March, pp. 16–19, 2021, https://www.vane.online/monthly page/page14.html, (インタビュー).

[141] 梅田靖: ラーニング・ファクトリーは結構大変. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニ

ア, Vol. 53, No. 4, pp. 66–67, 2021.

[142] 梅田靖: リチウムイオン電池の可能性. 週刊ダイヤモンド, 2021.3.27号, pp. 82–83, (インタビュー), 2021.

[143] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2021.4.13, 2021.

[144] 梅田靖: ラーニング・ファクトリーは結構大変 (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエン

ジニア, Vol. 53, No. 5, pp. 52–53, 2021.

[145] 梅田靖: 2030年温暖化ガス排出削減目標. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2021.5.18, 2021.

[146] 梅田靖: 組立型製造業におけるカーボンニュートラルって？ (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために,

プラントエンジニア, Vol. 53, No. 6, pp. 60–61, 2021.

[147] 梅田靖: ライフサイクル設計①. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2021.6.22, 2021.

[148] 梅田靖: 所有から利用への転換が、資源循環の力に。競争優位へ導くサーキュラーエコノミーとは. 　TIERRA

plus, 日立建機, No. 134, 2021.

[149] 梅田靖: 組立型製造業におけるカーボンニュートラルって？ (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために,

プラントエンジニア, Vol. 53, No. 7, pp. 52–53, 2021.

[150] 梅田靖: ライフサイクル設計②. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2021.7.27, 2021.

[151] 梅田靖: ラーニング・ファクトリーに関する会議 2021 (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラン

トエンジニア, Vol. 53, No. 8, pp. 80–81, 2021.

[152] 梅田靖: ライフサイクル設計③. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2021.8.31, 2021.

62



[153] 梅田靖: ラーニング・ファクトリーに関する会議 2021 (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラン

トエンジニア, Vol. 53, No. 9, pp. 70–71, 2021.

[154] 梅田靖: 経営戦略としてのサーキュラー・エコノミー　— 日本型 CE ビジネスモデルの構築に向けて. りそ

なーれ, りそな総合研究所, Vol. 19, No. 9, pp. 7–10, 2021.

[155] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーと循環型社会 (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエ

ンジニア, Vol. 53, No. 10, pp. 62–63, 2021.

[156] 梅田靖: プラスチック資源循環促進法　上. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2021.10.5, 2021.

[157] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーと循環型社会 (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエ

ンジニア, Vol. 53, No. 11, pp. 56–57, 2021.

[158] 梅田靖: プラスチック資源循環促進法　下. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2021.11.9, 2021.

[159] 梅田靖: グリーン購入ネットワーク. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 53,

No. 12, pp. 66–67, 2021.

[160] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーに向けたビジネスを展開するために. 環境管理, Vol. 57, No. 12, pp. 8–13,

2021.

[161] 梅田靖: アイデア富む「循環プロバイダー」. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2021.12.14, 2021.

[162] 梅田靖: デジタルツインの演習. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No.

1, pp. 68–69, 2021.

[163] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーの基本問題　 (上). 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.1.25, 2022.

[164] 梅田靖: 非物質主義転回. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No. 2, pp.

68–69, 2022.

[165] 梅田靖: 自動化とカイゼンの両立を. , 製造業のデジタル化㊥, 経済教室, 日本経済新聞, 2022.2.1, 27面, 2022.

[166] 日本経済新聞: 「捨てない」経済　循環に成長の芽. , 日本経済新聞, 2022.2.4, 1面, 2022, (インタビューが引

用された).

[167] 梅田　靖: 競争軸、大量生産型から一変. , https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB063S60W2A200C2000000/,

日本経済新聞社, 2022, (インタビューが HPに掲載).

[168] 梅田靖, 三好敏: 足もとでで進む製造業変革の新たな潮流. , https://youtu.be/DczLO-R6Wps, 日経クロス

テック Special webセミナー Technology Foresight 2022, 2022.2.24, 2022.

[169] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーの ISO企画は何を描くのか？. 連載：サステナブルなモノづくりのために,

プラントエンジニア, Vol. 54, No. 3, pp. 60–61, 2022.

[170] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーの基本問題　 (下). 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.3.1, 2022.

[171] 梅田靖: 2匹のかたつむり (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No.

4, pp. 82–83, 2022.

[172] 梅田靖: 製品寿命と循環システム. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.4.5, 2022.

[173] 梅田靖: 2匹のかたつむり (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No.

5, pp. 60–61, 2022.

[174] 梅田靖: サステナブル企業経営. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.5.10, 2022.

[175] 梅田靖: 2匹のかたつむり (3). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No.

6, pp. 60–61, 2022.

[176] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー社会. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.6.14, 2022.

[177] 北田皓嗣, 梅田靖: TC323の議論の土台となる用語、原則、フレームワークを作成. アイソス, No. 296, 2022.7,

2022.

[178] 梅田靖: メゾレベル. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No. 7, pp.

64–65, 2022.

63



[179] 梅田靖: EUの「エコデザイン規則案」. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.7.19, 2022.

[180] 梅田靖: デジタルトリプレットで日本のものづくりの強みを進化させる. ダイヤモンドクォータリー, Vol. 29,

pp. 42–45, 2022.

[181] 梅田靖: メゾレベルの授業. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No. 8,

pp. 78–79, 2022.

[182] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーは、市場競争の座標軸を変える. エルコレーダー, Vol. 88, pp. 1–7, 2022.

[183] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーへの取組の現状と今後の課題. J-SUS コラム, 第 38 回, 2022, http://j-

sus.org/column.html.

[184] 梅田靖: 企業行動変える ESG情報開示. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.8.23, 2022.

[185] 梅田靖: 黒船. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No. 9, pp. 78–79,

2022.

[186] 梅田靖: サーキューラーエコノミーの 2つの柱. 自治体国際化フォーラム, Vol. 396, Oct. 2022, pp. 2–4, 2022.

[187] 梅田靖: 久々の海外出張 (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No.

10, pp. 62–63, 2022.

[188] 梅田靖: 「シナリオ設計方法論」. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.9.27, 2022.

[189] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーが拓くビジネスの可能性. 日経研月報, 日本経済研究所, Vol. 532, 2022

Oct., pp. 26–31, 2022.

[190] 梅田靖: 久々の海外出張 (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 54, No.

11, pp. 74–75, 2022.

[191] 梅田靖: 「資源循環」の本質は何か. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.11.8, 2022.

[192] 梅田靖: サーキュラーエコノミーと化学産業への影響. 経営センサー, 東レ経営研究所, No. 247, 2022.11, pp.

4–12, 2022.

[193] 梅田靖: 我が国の製造業の強みとは？. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

54, No. 12, pp. 74–75, 2022.

[194] 梅田靖: 理想語る EU　強いサステナ志向. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2022.12.13, 2022.

[195] 梅田靖: サプライチェーンが熱い (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

55, No. 1, pp. 68–69, 2022.

[196] 梅田靖: 日本型デジタルモノづくり　デジタルトリプレット. KPC News, Vol. 50, No. 498, pp. 14–16, 2023.

[197] 梅田靖: 「デジタル・トリプレット」提唱. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2023.1.24, 2023.

[198] 梅田靖: サプライチェーンが熱い (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

55, No. 2, pp. 66–67, 2023.

[199] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーが経済の仕組みを変える. 月刊経団連, 2023年 2月号, pp. 18–19, 2023.

[200] 梅田靖: システムを変える. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 55, No. 3,

pp. 54–55, 2023.

[201] 梅田靖: 「デジタル・トリプレット」提唱. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2023.2.28, 2023.

[202] 梅田靖: 価値の循環. 特集「サーキュラーエコノミー」, 日経研月報, 日本経済研究所, 2023年 3月号, 2023.

[203] 梅田靖: ライフスタイルが変わるサーキュラーエコノミー. 地球環境基金便り, 環境再生保全機構, No. 54, pp.

2–3, 2023.

[204] 梅田靖: 日本版 CEのかたち. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 55, No.

4, pp. 48–49, 2023.

[205] 梅田靖: 「デジタル・トリプレット」提唱. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2023.4.4, 2023.

[206] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー EXPO. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア,

Vol. 55, No. 5, pp. 50–51, 2023.

64



[207] 梅田靖: 成長志向型の資源自律経済戦略. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2023.5.9, 2023.

[208] 梅田靖: ハノーバーメッセ 2023. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 55,

No. 6, pp. 56–57, 2023.

[209] 梅田靖: 資本主義の変化　ー　 3視点での議論整理. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2023.6.13, 2023.

[210] 梅田靖: CEビジネス実現に向けて. サーキュラーエコノミーを創る, 生産性新聞, 日本生産性本部, 2023.6.15,

2023.

[211] 梅田靖: 準世界一周出張 (1). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 55, No. 7,

pp. 60–61, 2023.

[212] 梅田靖: 資本主義の変化　ー　 3視点での議論整理. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2023.7.18, 2023.

[213] 梅田靖: 準世界一周出張 (2). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 55, No. 8,

pp. 60–61, 2023.

[214] 梅田靖: 循環経済　ー　企業は何をすれば良いのか. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2023.8.22, 2023.

[215] 梅田靖: 準世界一周出張 (3). 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 55, No. 9,

pp. 84–85, 2023.

[216] 梅田靖: 循環経済　ー　関連プロジェクト・産学連携・イベントが活発化. 未来を変える, 日刊工業新聞,

2023.9.26, 2023.

[217] 梅田靖: エレベーターピッチ. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 55, No.

10, pp. 66–67, 2023.

[218] 梅田靖: 金沢にて. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 55, No. 11, pp.

62–63, 2023.

[219] 梅田靖: 循環経済　ー　デジタル化の動き活発化 (1). 未来を変える, 日刊工業新聞, 2023.11.7, 2023.

[220] 梅田靖: リサイクル狂騒曲前夜. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 55, No.

12, pp. 76–77, 2023.

[221] 梅田靖: 循環経済　ー　デジタル化の動き活発化 (2). 未来を変える, 日刊工業新聞, 2023.12.12, 2023.

[222] 梅田靖: EcoDesign2023. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 56, No. 1, pp.

60–61, 2023.

[223] 梅田靖: 「サーキュラーパートナーズ」発足. 未来を変える, 日刊工業新聞, 2024.1.23 2023.

[224] 梅田靖: ラーニングファクトリーの近況. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

56, No. 2, pp. 84–85, 2024.

[225] 梅田靖: サーキュラーエコノミーへ産学連携の取り組み (1). 未来を変える, 日刊工業新聞, 2024.3.5 2023.

[226] 梅田靖: 地域指向のサーキュラー・エコノミー. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニ

ア, Vol. 56, No. 3, pp. 54–55, 2024.

[227] 梅田靖: 循環する経済がビジネスを変える. インタビュー, アド・スタディーズ, Vol. 87, 2024.

[228] 梅田靖: アメリカ・インターンシップ. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol.

56, No. 4, pp. 66–67, 2024.

[229] 梅田靖: サーキュラーエコノミーへ産学連携の取り組み (2). 未来を変える, 日刊工業新聞, 2024.4.9, 2023.

[230] 梅田靖: 恐竜とネズミ. 連載：サステナブルなモノづくりのために, プラントエンジニア, Vol. 56, No. 5, pp.

84–85, 2024.

65



編著書 (Books)

[1] Yasushi Umeda, Tetsuo Tomiyama, Tomohiko Sakao, and Yoshiki Shimomura: Design methodology for self-

maintenance machines. In J. Lee and H. P. Wang (eds.), Computer-Aided Maintenance — Methodologies

and practices, pp. 117–135, Springer, 1999, (分担執筆).

[2] 梅田靖 (編著): インバース・マニュファクチャリング. 工業調査会, 東京, 1998.

[3] 冨山哲男, 桐山孝司, 梅田靖, 下村芳樹, 吉岡真治: ５．モデルに重点を置いたアプローチ. 西田豊明, 冨山哲男,

桐山孝司, 武田英明 (編著), 工学知識のマネージメント, pp. 180–229, 朝倉書店, 1998.

[4] 梅田靖: 分解性設計. 電子情報通信学会 編:電子情報通信ハンドブック, p. 1193, オーム社, 1998, (分担執筆).

[5] Hiroyuki Yoshikawa, Ryoichi Yamamoto, Fumihiko Kimura, Tadatomo Suga, Yasushi Umeda (eds.): Proc.

of First Int. Symp. on Environmentally Conscious Design and Inverse Manufacturing. IEEE, Los Alamitos,

1999.

[6] 吉川弘之＋ IM研究会 (編著): 逆工場. 日刊工業新聞社, 東京, 1999, (共編著).

[7] 梅田靖: 循環型製造システム. 生産システム副読本, pp. 312–318, ニュースダイジェスト社, 2001, (分担執筆).

[8] 梅田靖: (社)日本経営工学会 編, 生産管理用語辞典, 日本規格協会, 2002, (分担執筆).

[9] 安井至, 梅田靖ほか 編著: リサイクルの百科事典. 丸善, 2002, (12章担当編集幹事, 分担執筆).

[10] 梅田靖: 環境対応設計. 大澤善次郎, 成澤郁夫監修, 高分子の寿命予測と長寿命化技術, pp. 890–901 エヌ・

ティー・エス, 2002, (分担執筆).

[11] 小渋弘明, 須賀唯知, 藤本淳, 小暮啓, 梅田靖: エコデザイン革命. 丸善, 2003.

[12] 梅田靖: ライフサイクル設計. 山本良一ほか編, 環境経営戦略辞典, pp. 306–313, 産業調査会, 2003 (分担執筆).

[13] 木村文彦,梅田靖ほか (編著): インバース・マニュファクチャリング ハンドブック. 丸善, 2004 (編集幹事, 分担

執筆).

[14] 梅田靖: エコデザインと循環生産. 総合科学技術会議環境担当議員, 内閣府政策統括官共編, ゴミゼロ社会への挑

戦, pp. 57–63, 日経 BP社, 2004 (分担執筆).

[15] 梅田靖: エコデザイン推進のための学会連合の取り組み. 総合科学技術会議環境担当議員, 内閣府政策統括官共

編, ゴミゼロ社会への挑戦, pp. 70–71, 日経 BP社, 2004 (分担執筆).

[16] 山本良一, 鈴木淳史, 梅田靖ほか 編著: エコマテリアル　ハンドブック. 丸善, 2006 (編集委員, 分担執筆).

[17] Kentaro Watanabe, Yoshiki Shimomura, Akira Matsuda, Shinsuke Kondoh, Yasushi Umeda: Chapter 11:

Upgrade Planning for Upgradeable Product Design. In G. Huppes and M. Ishikawa (eds.), Quantified

Eco-Efficiency: An Introduction with Applications, Industry and Science Series-22, pp. 261–281, Springer

Science+Business Media, Dordrecht, Netherlands, 2007, (分担執筆).

[18] 梅田靖: 3.1 章 ライフサイクル設計と資源循環. 田中勝 (編著), 循環型社会への処方箋, pp. 66–83, 中央法規,

2007 (分担執筆).

[19] Yasushi Umeda and Yusuke Kishita: 6. Toward the Sustainable Circulation of Products among Asian

Countries. In T. Morioka, K. Haruki, H. Yabar (eds.), Transition to a Resource-circulating Society, pp.

65–76, Osaka University Press, Osaka, Japan, 2007, (分担執筆).

[20] Shozo Takata and Yasushi Umeda (eds.): Advances in Life Cycle Engineering for Sustainable Manufactur-

ing Businesses, Springer, 2007, (共編).

[21] 梅田靖: 3・6　ライフサイクル設計. 大富浩一ほか編, 機械工学便覧　デザイン編β 1　設計工学, pp. 117–122,

丸善, 2007, (分担執筆).

[22] Wolfgang Wimmer, Rainer Zust著, 中澤克紀訳, 梅田靖編訳, NPOエコデザイン推進機構　監修: エコデザイ

ンパイロット. 産業環境管理協会・丸善, 2007, (共訳).

66



[23] Jun Fujimoto, Toshihiro Itoh, Keijiro Masui, Yasushi Umeda (eds.): Proc. of EcoDesign 2009: the Sixth

Int. Symp. on Environmentally Conscious Design and Inverse Manufacturing. JSME, Tokyo, 2009.

[24] 梅田靖, 町村尚, 大崎満, 周瑋生, 盛岡通, 仲上健一編著: 都市・農村連携と低炭素社会のエコデザイン. 技法堂出

版, 2011, (共編著).

[25] Yasushi Umeda and Yusuke Kishita: 2-1 Framework of future vision, scenario and roadmap. In T.

Morioka, K. Hanaki, Y. Moriguchi (eds.), Establishing a Resource-Circulating Society in Asia: Challenges

and Opportunities, pp. 22–36, United Nations University Press, Tokyo, New York, Paris, 2011, (分担執筆).

[26] Kazutoshi Tsuda, Toyohiko Nakakubo, Yasushi Umeda, Tohru Morioka: 4-1 Potential accounting of re-

gional urban-rural partnership for constructing resource-circulating systems - A case study of Zhejiang

province in China. In T. Morioka, K. Hanaki, Y. Moriguchi (eds.), Establishing a Resource-Circulating

Society in Asia: Challenges and Opportunities, pp. 186–200, United Nations University Press, Tokyo, New

York, Paris, 2011, (分担執筆).

[27] 原圭史郎, 梅田靖編著: サステイナビリティ・サイエンスを拓く　—環境イノベーションへ向けて—. 大阪大学

出版会, 2011, (p.338–共編著).

[28] Mitsutaka Matsumoto, Yasushi Umeda, Keijiro Masui, Shinichi Fukushige (eds.): Design for Innovative

Value Towards a Sustainable Society, Proc. of EcoDesign 2011: 7th Int. Symp. on Environmentally Con-

scious Design and Inverse Manufacturing. e-ISBN: 978-94-007-3010-6,DOI: 10.1007/978-94-007-3010-6,

Springer, 2011.

[29] 梅田靖: 5・3・2 品質・製造性・ライフサイクルのための方法論. 本阿彌眞治ほか編, 機械実用便覧　改訂第 7版,

pp. 338–346, 日本機械学会, 2011, (分担執筆).

[30] 梅田靖: 1.3節 機械の設計. 鈴木浩平, 西尾茂文, 宇高義郎, 中村元編, 機械工学総論, pp. 12–15, JSMEテキス

トシリーズ, 日本機械学会, 2012, (分担執筆).

[31] Joanne Kauffman and Kun-Mo Lee (eds.): Handbook of Sustainable Engineering. ISBN: 978-1-4020-

8938-1, 978-1-4020-8939-8 (eBook), DOI: 10.1007/978-1-4020-8939-8, Springer, 2013, (Section IV Section

Editor).

[32] Yasushi Umeda: Product Service Systems and Sustainable Consumption Toward Sustainability: Intro-

duction. In Joanne Kauffman and Kun-Mo Lee (eds.): Handbook of Sustainable Engineering, ISBN:

978-1-4020-8938-1, 978-1-4020-8939-8 (eBook), DOI: 10.1007/978-1-4020-8939-8, pp. 543–548, Springer,

2013.

[33] Yasushi Umeda and Tetsuo Tomiyama: Development of Function Modeling and Its Application to Self-

maintenance Machine. In Amaresh Chakrabarti, Udo Lindemann (eds.): Impact of Design Research on

Industrial Practice, ISBN: 978-3-319-19448-6, 978-3-319-19449-3 (eBook), DOI: 10.1007/978-3-319-19449-

3, pp. 311–319, Springer, 2015.

[34] 池道彦, 原圭史郎編著: 想創技術社会　— サステイナビリティ実現に向けて. 大阪大学出版会, 2016, (p.307–共

著, 3章, 16章担当).

[35] 喜多川和典, 梅田靖, 廣瀬弥生, 赤穂啓子: 欧州 CE政策により加速するビジネスモデルの転換. 21世紀政策研究

所新書, 21世紀政策研究所, 2018 (共著).

[36] 梅田靖: ライフサイクル工学から見た Circular Economyへの取り組み. 21世紀政策研究所新書, 解説 2 産業政

策編 (2017.6～2018.9), pp. 46–50, 21世紀政策研究所, 2018 (分担執筆).

[37] 梅田靖, 喜多川和典, 廣瀬弥生, 赤穂啓子: 欧州 CE政策が目指すもの　～Circular Economyがビジネスを変え

る～. 21世紀政策研究所報告書, 21世紀政策研究所, 2019 (共著).

[38] Yasushi Umeda: Case study in Japan: The University of Tokyo ‒ Digital Triplet. In Henning Kagermann

and Youichi Nonaka (eds.): Revitalizing Human-Machine Interaction for the Advancement of Society ‒
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Perspectives from Germany and Japan, Acatech Discussion, https://en.acatech.de/publication/revitalizing-

human-machine-interaction-for-the-advancement-of-society-perspectives-from-germany-and-japan/, 2019.

[39] 松岡由幸ほか: デザイン科学事典. 丸善出版, 2019, (編集委員.「エコデザイン」, 「製品ライフサイクルモデリ

ング」の項執筆).

[40] Yasushi Umeda: Recent Advances in Intelligent Manufacturing in Japan. In Weiming Shen, Lihui Wang,

et al. (eds.): Intelligent Manufacturing Report 2020, Int. Coalition of Intelligent Manufacturing, 2020.

[41] 梅田靖, 21世紀政策研究所 (編著): サーキュラーエコノミー　～循環経済がビジネスを変える. 勁草書房, 2021,

(2021.9.5 Amazon「国際経済と日本」部門で売れ筋ランキング 3位).

[42] 梅田靖: 欧州ではすでに「経営戦略」化　日本でもサーキュラーエコノミーを実現！. 東京大学未来社会協創推

進本部 (監修): 東大× SDGs 先端知からみえてくる未来のカタチ, 山川出版社, pp. 178–179, 2021.

[43] 梅田靖: 持続可能なものづくりへの転換. 工作機械産業ビジョン 2030, 一般社団法人　日本工作機械工業会, pp.

235–238, 2022.

最近の招待講演 (Recent Invited Talks)

[1] Yasushi Umeda: Trends and Issues of EcoDesign Research. In Proc. of 4th Int. Conf. on EcoBalance, pp.

83–86, 2000, (keynote speech).

[2] Yasushi Umeda: Guiding Initiatives, Japanese Trends -Life Cycle Engineering for Inverse Manufacturing-,

Joint International Congress and Exhibition: Electronics Goes Green 2000+, 2000, (keynote speech).

[3] Yasushi Umeda: Impacts of EU Directives on EcoDesign Practices in Japanese Society. In Proc. of EUIJ

Kansai 5th Int. Sy mposium, pp. 73–82, EUIJ, 2007, (Invited speech).

[4] Yasushi Umeda and Terukazu Kumazawa: Toward Establishment of Scientific Foundation of Sustainability

Scenarios. In Proc. of 2009 RISS Int. Conf.: Sustainability Transition - Int. Research Initiatives towards

Resource-Circulating Societies, pp. 50–54, 2009, (Invited speech).

[5] 特別講演「持続可能なものづくりにむけて」. 第 11回 SEMI地球環境シンポジウム, SEMICON Japan 2010,

2010.12.2, 幕張メッセ, 千葉.

[6] 基調講演「低炭素社会実現に向けた環境適合設計」. 第 2 回ニューテクノフォーラム, 精密工学会秋季大会,

2011.9.21, 金沢大学, 石川.

[7] Yasushi Umeda, Shozo Takata, Fumihiko Kimura, Tetsuo Tomiyama, John W. Sutherland, Sami Kara,

Christoh Herrmann, Joost R. Duflou: Keynote Speech: ”Toward integrated product and process life cycle

planning — An environmental perspective.” CIRP Annals - Manufacturing Technology, Vol. 61/2, pp.

681–702, 2012.

[8] Yasushi Umeda: Envisioning Conditions of Manufacturing in Future from the Viewpoint of Environmental

Sustainability. In Proc. of World Engineering Conference and Convention 2015, 4 pages, 2015, (Invited

Speech).

[9] Yasushi Umeda: Life Cycle Engineering for a Sustainable Automotive Design: Challenges and the Way For-

ward. 4th International Confereence on Recent Advances in Automotive Engineering & Mobility Research

(ReCAR 2017), 2017, (Keynote Speech).

[10] 特別講演「エコデザイン、メゾレベル、システム設計」. 日本機械学会第 27回設計工学・システム部門講演会,

2017.

[11] Yasushi Umeda: 10th Anniversary of EcoDesign: What EcoDesiogn was and What EcoDesign Will Be.

10th International Symposium on Environmentally Conscious Design and Inverse Manufacturing (EcoDe-
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sign 2017), 2017, (Plenary Speech).

[12] 梅田靖, 阪本郁哉: キーノートスピーチ「タイムアクシスデザインの事例収集」. 設計工学会 2018年度春季大会

研究発表講演会講演論文集, pp. 91–92, 2018.

[13] Yasushi Umeda: Circular Economy with future PSS research/development. CIRP 2018 General Assembly,

STC-Dn Special Technical Presentation, Tokyo, Japan, 2018, (Invited Presentation).

[14] Yasushi Umeda: Plenary Panel Discussion “Towards a Circular Economy” Panelist. CARE Innovation

2018, 2018.

[15] Yasushi Umeda: Issues of Japanese Manufacturing Industry for Digitalization - Proposal of ”Digital

Triplet.” 1st Japanese-German Symposium on IoT design, systems and applications 2018, 2018, (Keynote).

[16] 梅田靖: 経済の変革とプラットフォームビジネス戦略的ツール. 循環・3Rリレーセミナー, 3R活動推進フォー

ラム, リデュース・リユース・リサイクル推進協議会共催, 2019.

[17] 梅田靖: サーキュラーエコノミー時代の製品ライフサイクル設計. 2019年エコステージ ESG経営講演会, 一般

社団法人　エコステージ協会, 2019, (基調講演).

[18] 梅田靖: ライフサイクル設計の考え方と今後家電メーカーに求められるもの. パナソニックホームアプライアン

ス社, 2019, (特別講演).

[19] 梅田靖: デジタルトレンスフォーメーション時代の設備管理　～ものづくりの視点から. 2019年度創立 30周年

記念大会　日本設備管理学会春季研究発表大会, 2019, (パネルディスカッション).

[20] 梅田靖: タイムアクシスデザインの展望. 日本デザイン学会第 66 回春季研究発表大会, 2019, (キーノート講演).

[21] 梅田靖: 持続可能な社会構築に向けた LCAの役割～学術界の立場から～. 第 25回日本 LCA学会講演会（日本

LCA学会設立 15周年記念）, 2019, (招待講演).

[22] 梅田靖: 資源循環がビジネスになる日. 第 154 回ライフサイクル・メンテナンス研究会, 科学技術と経済の会,

2019, (招待講演).

[23] 梅田靖: 欧州サーキュラーエコノミー政策とライフサイクルエンジニアリング. 精密工学会秋季大会学術講演会

講演論文集, C30, pp. 72–73, 2019, (キーノート講演).

[24] Yasushi Umeda: An education program for digital manufacturing system engineers based on ‘Digital

Triplet’ concept. 日本機械学会 2019年度年次大会, 市民フォーラム”Beyond the paradigm of Industries 4.0

and Society 5.0”, 2019, (キーノート講演).

[25] Yasushi Umeda: Sustainability and Digitalization: Indispensable Features of Future Manufacturing. Int.

Conf. on Design and Concurrent Eng. 2019 & Manu. Systems Conf. 2019 (iDeCON/MS 2019), 2019, (特別

講演).

[26] 梅田靖: 循環経済がものづくりビジネスに与える影響. 循環経済におけるビジネスモデルの転換, BioJapan

2019, 2019.

[27] 梅田靖: タイムアクシスデザインのディジタル化?. パネルディスカッション『デザイン科学を基盤に据えたタイ

ムアクシスデザイン』, Designシンポジウム 2019, 2019, (パネルディスカッション).

[28] 梅田靖: ディジタル時代のものづくり人材に求められるもの. PTUフォーラム 2019, 職業能力開発総合大学校,

2019.

[29] 梅田靖: ものづくりのメガトレンドと日本型ものづくりのディジタル化　～ディジタル・トリプレットの提案～

. デンソーテクニカルフォーラム, 2019.

[30] Yasushi Umeda: Supporting human engineering activities by Digital Triplet. The Robot Revolution and

Industrial IoT International Symposium 2019, 2019, (招待講演).

[31] 梅田靖: 新たなライフサイクル設計（CE時代の製品設計とは）. CE研究講座, 日本環境倶楽部, 2020.

[32] 梅田靖: 持続可能性とディジタル化：今後のものづくりに不可欠な二本柱 . システム制御情報学会 SmFA研究

分科会第 19回研究例会, 2020.
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[33] 梅田靖: 日本の強みを活かす日本型ディジタルものづくりに向けて ～ディジタル・トリプレットの提案～. もの

づくり・現場力事例フェア, 日本能率協会コンサルティング, 2020.

[34] 梅田靖: サーキューラーエコノミーは進む ～CE 時代に日本の強みを活かすにはどうすれば良いか？～ .

CE-MVC研究会, 2019.

[35] 梅田靖: これからの循環ビジネスの展望 ～日本型の循環ビジネス構築に向けて～ . 基調講演, 循環ビジネス交流

会　第 1回セミナー, 日本産業機械工業会, 2020.

[36] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー（循環経済）とは？ ～「ごみ」が「資源」になる未来～. 東京都消費者月間,

東京都消費者月間実行委員会, 2020.

[37] 梅田靖: サーキュラーエコノミーを巡る国際・国内動向. LCA日本フォーラム, 2020.

[38] 梅田靖: サーキュラーエコノミーと我が国のものづくりへの影響. MFCAフォーラム　サーキュラーエコノミー

研究会, 2020.

[39] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの本質～デジタルとの融合が競争環境を変える～ . 循環型社会研究委員会, 日

本機械工業連合会, 2020.

[40] 梅田靖: 日本の強みを活かす日本型ディジタルものづくりに向けて～ディジタル・トリプレットの提案～ . 環境

ビジネス委員会, 日本産業機械工業会, 2020.

[41] 梅田靖: Digital Tripletによるものづくり支援 . 人工物コロキウム, 東京大学人工物工学研究センター, 2020.

[42] 梅田靖: 日本型デジタルモノづくり～ディジタル・トリプレットの提案～. 日立製作所講演会, 2020.

[43] 梅田靖: ものづくりのメガトレンドと日本型ものづくりのディジタル化　～ディジタル・トリプレットの提案～

. リコー社内講演会, 2020.

[44] 梅田靖: サーキュラーエコノミーに対する私的考察 . CEサロン, 2020.

[45] 梅田靖: サーキュラーエコノミーが推進するものづくりの変革. 高分子同友会, 2021.

[46] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの我が国の製造業に対する影響. クローズアップシリーズ 2020「サーキュラー

エコノミー ～ 資源循環型社会の確立」, 化学工学会関東支部, 2021.

[47] 梅田靖: 先進事例に見る、「サーキュラーエコノミー」ビジネスの可能性とは？ . サーキュラーエコノミー時代

の事業戦略とは？, ロフトワーク, 2021. https://loftwork.com/jp/event/20210219 circular-economy report 1

https://loftwork.com/jp/event/20210219 circular-economy report 2

[48] 梅田靖: 日本のものづくりの強みを活かすディジタル化～ディジタル・トリプレットの提案～. 産総研コンソー

シアム 名古屋工業技術協会　 2020年度第 2回研究会, 2021.

[49] 梅田靖: 「サーキュラーエコノミー」 に取り組む意義. 「循環経済パートナーシップ」参加説明会, 経団連・環

境省, 2021.

[50] 梅田靖: デジタル化の中での我が国のものづくり. 新鋭経営会 経営知恵サロン-無関, 2021.

[51] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーによって持続可能な循環型社会に変わる. 3R全国ネットセミナー, 2021, (招

待講演).

[52] 梅田靖: サーキュラーエコノミーとデジタルの融合. 旭化成社会講演会, 2021, (招待講演).

[53] 梅田靖: Sustainability実現に向けたものの使い方の変化の促進. 第 33 回環境工学連合講演会講演論文集, 日本

学術会議, P-08, pp. 63–66, 2021, (招待講演).

[54] 梅田靖: 「GPNと CP連携に向けた価値提供の設計」～循環ビジネスのケーススタディを例に. 北海道グリー

ン購入ネットワーク総会　特別講演会, 2021, (招待講演).

[55] 梅田靖: ライフサイクルエンジニアリングの新たな意義とは～ＳＤＧ s達成へ求められるもの～. 日本環境倶楽

部講演会, 2021, (招待講演).

[56] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー社会に向けたグリーン購入の貢献. 埼玉グリーン購入ネットワーク　オンラ

インフォーラム 2021, 2021, (基調講演).

[57] 梅田靖: 欧州サーキューラーエコノミーの動向とライフサイクル設計の重要性 . 新化学技術推進協会 エネル
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ギー・資源技術部会　資源代替材料分科会　勉強会, 2021, (招待講演).

[58] 梅田靖: 欧州の先進事例から考える、未来の CE戦略. インフォバーン社「GREEN SHIFT」講義, 2021, (招待

講義).

[59] 梅田靖 (パネリスト): 変革を実現する人材 “アーキテクト“　～アーキテクト育成にむけた産学の取組み～.

Venture Café Tokyo Thursday Gathering, IPA デジタルアーキテクチャ・デザインセンター, 2021,

(招待パネリスト).

[60] Yasushi Umeda: Circular Economy and the Role of Automobile Parts Remanufacturing: A Japanese

Perspective and the Way Forward. WEBINAR ON REMANUFACTURING: A STRATEGIC AND SUS-

TAINABLE APPROACH FOR END-OF-LIFE VEHICLES RECOVERY, UKM, Malaysia, 2021 (Invited

Speaker).

[61] Yasushi Umeda: Toward Realization of Circular Economy. 第 2回 SCRフォーラム, JETRO, https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/2021/cbe9730aff39f075.html,

2021 (Invited Panelist).

[62] 梅田靖: サーキュラーエコノミー　循環経済がビジネスを変える. 東海サーキュラー・エコノミー推進事業,

OKB 総研, 2021, (招待講演).

[63] Yasushi Umeda: Digital Triplet of Learning Factory - Enhancing Engineers’ Ability in Smart Manufac-

turing. CPDM CEFC Webinar Series on Advanced Design and Manufacturing, Centre for Product Design

and Manufacturing, Indian Institute of Science Bangalore, 2021, (Invited Lecture).

[64] 梅田靖: ディジタルトリプレットが開くこれからのものづくり. 産業技術連携推進会議製造プロセス部会 IoTも

のづくり分科会 2021, 産業技術総合研究所, (招待講演).

[65] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーとプラスチック資源循環. 環境省　オンライン国際セミナー「世界のグリー

ン公共調達と環境ラベルの最新動向」, 環境省 (特別講演).

[66] 梅田靖: すてないためのライフサイクルのデザイン. すてるデザイン勉強会, 多摩美術大学 TUB, 2021, (招待講

演).

[67] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーによる企業活動への影響. 天城　サステナビリティー・トランスフォーメー

ション・フォーラム, 日本 IBM, 2021, (招待講演).

[68] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーによりものづくりが変わる. 理想の空気を持続するサーキュラーエコノミー

ビジネスモデル連携研究ユニット　設立シンポジウム, 東京大学未来ビジョン研究センター, 2021, (招待講演).

[69] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーによる企業活動への影響. 次世代ヒートポンプ技術戦略研究コンソーシアム

講演会, 早稲田大学, 2021, (招待講演).

[70] 梅田靖: ライフサイクル工学からみたサーキュラーエコノミーと社会的インパクト. 循環経済生産性ビジネス研

究会, 日本生産性本部, 2021, (招待講演).

[71] 梅田靖: サーキュラーエコノミーについて. Circular Economy Hub Podcast 「循環対話」, 2021, (対談).

[72] 梅田靖: 日本企業に求められるアクションとは. 東海サーキュラー・エコノミー推進事業, OKB 総研, 2022, (招

待講演, パネルディスカッション).

[73] 梅田靖: 足もとで進む製造業変革の新たな潮流. 日経クロステック Special Webシリーズセミナー「Technology

Foresight 2021-2022」, 日経 BP, 2022, (招待講演, 対談).

[74] 梅田靖: 社会課題解決策のデザインの難しさとアプローチ ～サーキュラー・エコノミーを例題として. 日本機械

学会　技術ロードマップ委員会 2021セミナー, 日本機械学会, 2022, (基調講演).

[75] 梅田靖: 循環の創成に必要な循環プロバイダーとライフサイクル設計. 動静脈連携によるデジタル製品からのメ

タル等リサイクル技術開発に関するワークショップ, NEDO, 2022, (招待講演).

[76] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー：循環経済がビジネスを変える. 浩志会, 2022, (招待講演).

[77] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー　～循環経済がビジネスを変える . 経団連フォーラム 21, 経団連, 2022, (招

待講演).
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[78] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーによる製品・ものづくり変革. プラスチック分野のものづくり最新動向セミ

ナー, 岐阜県産業経済振興センター, 2022, (招待講演).

[79] 梅田靖: 世界と日本におけるサーキュラーエコノミーの現状 . ゴム技術フォーラム月例会, ゴム技術フォーラム,

2022, (招待講演).

[80] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーと製品ライフサイクル設計. SPEED研究会, 2022, (招待講演).

[81] 梅田靖: 循環型社会に向けた提言　～　サーキュラー・エコノミーをリファレンスにして. パルシステム講演会,

2022, (招待講演).

[82] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーの実現に向けたライフサイクル工学の役割. 日本技術士会　資源工学部会　

定期講演会, 2022, (招待講演).

[83] 梅田靖: サーキュラーエコノミー: 循環経済がビジネスを変える. 埼玉県経営者協会 講演会, 2022, (招待講演).

[84] 梅田靖: デジタルとの融合が競争環境を変える ～サーキュラーエコノミーが変える、ものづくりとビジネスの可

能性～. 第 96回構想設計コンソーシアム, 産総研, 2022, (招待講演).

[85] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーとグリーン購入. 北海道グリーン購入ネットワーク 2022年度通常総会, 2022,

(記念講演).

[86] 梅田靖: 持続可能な調達（消費と生産）の推進に向けて. GPN 講演会, 2022, (基調講演).

[87] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーが引き起こす価値づくり変革 ～我が国の製造業はどこまで腹を括れるのか

～. 三菱電機オンライン講演会, 2022, (招待講演).

[88] 梅田靖: 循環型社会からサーキュラー・エコノミーへ. 第 25回環境文化講演会, 環境生活文化機構, 2022, (招待

講演).

[89] 梅田靖: サーキュラーエコノミー ～欧州発の環境経済政策と日本の競争力. 日本経済研究センター セミナー,

2022, (招待講演).

[90] 梅田靖: 欧州のサーキュラーエコノミーと BLUE　 Plastics Salonの可能性 ～日本企業はどう対応すべきなの

か. Blue Plastics Salon 第 3回会合, Blue Plastics Salon, 2022, (招待講演).

[91] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの時代を迎えた製造業の課題と解決のアプローチ. 製造業 DXサミット 2022,

日経 BP, 2022, (基調講演).

[92] 梅田靖: Sustainability × デジタル　が企業活動の前提である. グリーン CPS協議会・循環バリューチェーン

コンソーシアム設立記念合同シンポジウム, 2022, (記念講演).

[93] 梅田靖: サーキュラーエコノミーが拓くビジネスの可能性. 設研現代問題セミナー, 日本政策投資銀行, 2022, (招

待講演).

[94] Yasushi Umeda: Digital Triplet for Recording and Reusing Engineering Processes Executed by Human

Intelligence. 15th World Congress on Computational Mechanics & 8th Asian Pacific Congress on Compu-

tational Mechanics, 2022, (Keynote Presentation).

[95] 梅田靖: サーキュラーエコノミーと化学産業への影響. TBRイノベーションウェビナー, 東レ経営研究所, 2022,

(招待講演).

[96] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの製品開発への影響. 第 8 回 特別セミナー『サーキュラーエコノミーと難燃材

料 』, 難燃材料研究会, 2022, (招待講演).

[97] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの時代を迎えた製造業の課題と解決のアプローチ. サーキュラーエコノミーセ

ミナー, 東京エレクトロン, 2022, (招待講演).

[98] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの時代を迎えた製造業の課題と解決のアプローチ. サステナビリティ経営ネッ

トワーク, サステナビリティ経営研究所, 2022, (招待講演).

[99] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー、デジタル技術との融合. FIoTコンソーシアム　応力発光技術分科会, 産総

研, 2022, (招待講演).

[100] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー 循環経済がビジネスを変える. NBCI イノベーション 推進 委員会 講演会,
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ナノテクノロジービジネス推進協議会, 2022, (招待講演).

[101] 梅田靖: 我が国のものづくりの強みをディジタルに載せるディジタル・トリプレット. ダイヤモンドクォータ

リー創刊 6周年記念フォーラム（日本製造業の針路）, ダイヤモンド社, 2022, (招待講演, パネリスト).

[102] 梅田靖: 日本型デジタルものづくりデジタルトリプレット. 2022年度関西モノづくり大会, 関西生産性本部　

関西 IE協会, 2022, (特別講演).

[103] Yasushi Umeda: Digital Triple - Supporting Manufacturing Engineers with Industrial Digital Twin. IEEE

8th World Forum on Internet of Things (WF-IoT) 2022, 2022, (Keynote Presentation).

[104] 梅田靖: 日本の製造業の現場の強みを活かしながらデジタル化を実現するための「デジタル・トリプレット」.

製造業 DXフォーラム 2022, 東洋経済新報社, 2022, (特別講演).

[105] 梅田靖: サーキュラーエコノミー時代における製造業の在り方. 第 7回ものづくりイノベーション　セミナー,

日本ビジネスプレス, 2022, (基調講演).

[106] 梅田靖: 日本型デジタルものづくりデジタルトリプレット. 2022年度関西モノづくり大会, 関西生産性本部　

関西 IE協会, 2022, (特別講演).

[107] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの現状と課題. 財務省ランチオンセミナー, 財務省, 2022, (招待講演).

[108] 梅田靖: サーキュラーエコノミー：循環経済がビジネスを変える. 経営トップセミナー, 中小企業大学校三条校,

中小企業基盤整備機構, 2022, (招待講演).

[109] 梅田靖: 欧州に学ぶ 実装 サーキュラーエコノミー　～世界に飛躍するための、日本の「ものづくり」進化論～.

ビザスクセミナー, ビザスク, 2022, (招待講演).

[110] 梅田靖: 企業・自治体における循環経済（サーキュラーエコノミー）の取組みに向けて. 令和４年度環境保全技

術講習会, 富山県, 2022, (招待講演).

[111] 梅田靖: 欧州委員会のサーキュラー・エコノミー (と廃プラスチック対策）. 2022年度秋季シンポジウム, 廃棄

物工学研究所, 2022, (招待講演).

[112] 梅田靖: 企業価値を高める SDGs. SDGs ビジネスチャンス～企業価値を高める SDGs～, おおさか ATC グ

リーンエコプラザセミナー, 2022, (基調講演).

[113] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー 循環経済がビジネスを変える. アズビル環境講演会, アズビル, 2022, (招待

講演).

[114] 梅田靖: 循環経済がビジネスを変える　～ものづくり視点からのサーキュラーエコノミー～. サーキュラーエ

コノミー“生存戦略”セミナー, 経済産業省 中部経済産業局, 2023, (基調講演).

[115] 梅田靖: サーキュラーエコノミーに関する最近の動き、我々が進むべき方向. 第 22回日立返仁会フォーラム,

日立製作所, 2023, (招待講演).

[116] 梅田靖: サーキュラーエコノミーによるものづくりの変化. 環境シンポジウム 2022, プレハブ協会, 2023, (招待

講演).

[117] Yasushi Umeda: Impacts of EU’s Circular Economy on Manufacturing Industry. The 42th Research

& Development Group Research Discussion Forum and 15th Industry GOT Workshop, 2023, (Invited

Presentation).

[118] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーは、『資源』の循環だけではない. 第 6 回　資源リバランス事業化研究会,

2023, (招待講演).

[119] 梅田靖: 本質的な循環経済への対応について. グローバル環境対策委員会・環境政策動向専門委員会, 日本機械

輸出組合, 2023, (招待講演).

[120] 梅田靖: サーキュラーエコノミーが経済の仕組みを変える. サーキュラーエコノミー講演会, 富士通株式会社,

2023, (招待講演).

[121] 梅田靖: デジタルが推進するサーキュラー・エコノミー. JEITA講演会, JEITA, 2023, (招待講演).

[122] Yasushi Umeda: Implications of Circular Economy and Actions Taken by Japanese Companies. CIRP
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2023 WinterMeetings, CMAG Technical Presentation, Paris, France, 2023, (Invited Presentation).

[123] Yasushi Umeda: Impacts of EU’s Circular Economy on Manufacturing Industry. PHC Workshop, 2023,

(Invited Presentation).

[124] 梅田靖: サーキュラーエコノミーに向けたリマンの役割. リマニュファクチャリング・シンポジウム, 産業技術

総合研究所 製造技術研究部門, 2023, (基調講演).

[125] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーの潮流が製造業にもらたすインパクト. 第 1回 サーキュラー・エコノミー

EXPO 2023, RX Japan, 2023, (特別講演).

[126] 梅田靖: ディジタルトリプレットが開くこれからのものづくり. NECAオンライン技術セミナー, 日本電気制

御機器工業会, 2023, (招待講演).

[127] Yasushi Umeda: Interview on Circular Economy. Broadcasted in NHK World, 2023.

[128] 梅田靖: デジタル・トリプレットによる熟練技術者の問題解決プロセスの形式知化. 第 429 回講習会 熟練者の

技能伝承のデジタル化 ～最先端技術から応用事例まで～」, pp. 7–15, 精密工学会, 2023.

[129] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの時代を迎えた製造業の課題と解決のアプローチ. 製造業におけるＤＸの潮

流 2023『Summer』, 日本経済新聞社, 2023, (招待講演).

[130] 梅田靖: ライフサイクル工学と DX. GXパネルディスカッション, レクサー・リサーチ　設立 30周年記念　

DXxGXシンポジウム, 2023, (招待パネリスト).

[131] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーが推進するものづくり. 未来材料WU会議, 2023, (招待講演).

[132] 梅田靖: サーキュラーエコノミーが製造業にもたらすインパクト. 長野県経営大学講演会, 長野県経営者協会,

2023, (招待講演).

[133] 梅田靖: サーキュラーエコノミー時代の事業戦略とは？. 埼玉グリーン購入ネットワーク　フォーラム 2023,

埼玉 GPN, 2023, (基調講演).

[134] Yasushi Umeda: Supporting engineers in smart manufacturing based on Digital Triplet. Green Manufac-

turing Open Webinar Green Manufacturing Open, 2023, (Invited Presentation).

[135] 梅田靖: サーキュラーエコノミー型ビジネスについて. サーキュラーエコノミーを学ぶワークショップ, アイシ

ン&新東通信, 2023, (招待講演).

[136] 梅田靖: 技術とビジョンをつなぐメゾ人材 ～ サーキュラー・エコノミーを例題として. IX Academy, 日本政

策投資銀行グループ, 2023, (招待講演).

[137] 梅田靖: ３ R だけじゃない!?　環境と経済を両立させるサーキュラーエコノミー（循環経済）～持続可能な社

会につながる新しいルール（規格）づくり～. NACS公開講座, 日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・

相談員協会, 2023, (招待講演).

[138] 梅田靖: 製造業を巻き込むサーキュラーエコノミーの世界最前線. 製造業 DXサミット 2023, 日経 BP, 2023,

(基調講演).

[139] 梅田靖: サーキュラーエコノミーに関する最近の動き、我々が進むべき方向. 日立-産総研サーキュラーエコノ

ミー連携研究ラボ 第 1回クローズドワークショップ, 日立-産総研サーキュラーエコノミー連携研究ラボ, 2023,

(特別講演).

[140] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの潮流 ～私たちができることは～ . 環境講演会, プライムアース EV エナ

ジー, 2023, (招待講演).

[141] 梅田靖: サーキュラーエコノミー（循環型経済）と環境経営について. PJRサステナビリティフォーラム 2023,

ペリージョンソン　レジストラー, 2023, (基調講演).

[142] Yasushi Umeda: Expanding Engineers’ Ability by DX - Digital Triplet. HCMI Forum: Human-machine

collaboration for manufacturing of the future, IFAC World Congress 2023, 2023 (invited lecture).

[143] 梅田靖: 社会課題解決策のデザインの難しさとアプローチ ～ サーキュラー・エコノミーを例題として . 設計プ

ロフェッショナル研修, IHI, 2023, (招待講演).
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[144] 梅田靖: サーキュラーエコノミー（循環型経済）と環境経営について. 第一回定時総会講演会, 資源循環プロバ

イダ, 2023, (招待講演).

[145] 梅田靖: デジタルツインの実装に向けた課題と製造業の未来. インダストリアルデジタルツインサイミット

2023, インプレス, 2023, (招待パネリスト).

[146] 梅田靖: サーキュラーエコノミー最前線と企業の役割. 設計有識者会議, 東芝, 2023, (招待講演).

[147] 梅田靖: 製造業のサステナブル＆サーキュラー・バリューチェーンを目指して. 経営リーダー育成塾　製造業の

未来　 SX時代における「日本のものづくり」について考える, ダイヤモンド社・富士通・Ridgelinez, 2023, (基

調講演).

[148] 梅田靖: サーキュラーエコノミーへの移行に向けた課題と展望. 第 4回 ICETT環境セミナー　産官学連携に

よる資源循環の推進, 国際環境技術移転センター, 2023, (基調講演).

[149] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーがもたらすものづくりの変革. 未来が創るものづくり企業の挑戦, 名古屋市

工業研究所, 2023, (基調講演).

[150] 梅田靖: サーキュラーエコノミー時代のものづくり. ティッピング・ポイント連続Webセミナー, 気候非常事

態ネットワーク／ゼリ・ジャパン, 2023, (招待講演).

[151] 梅田靖: サーキュラーエコノミー時代のものづくり. 講演会, 三菱重工・NewsPicks, 2023, (招待講演).

[152] 梅田靖: サーキュラーエコノミー時代のものづくり. 第 368回　科学技術展望懇談会, テクノバ, 2023, (招待講

演).

[153] 梅田靖: デジタル・トリプレットによる日本型ものづくりの強化. グリーン CPS協議会設立 1周年シンポジウ

ム　カーボンニュートラルをデザインする, グリーン CPS協議会, 2023.

[154] 梅田靖: メゾレベルのデザインはどうすればよいか？. 循環経済協会座談会, 循環経済協会, 2023, (招待講演).

[155] 梅田靖: CE社会におけるものづくりビジネスに必要なこと. 三菱電機社会連携講座キックオフWS, 東京大学

三菱電機社会連携講座, 2023, (招待講演).

[156] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの社会実装に向けて. WaaS共創コンソーシアム　第 2回テーマ勉強会, 日本

総合研究所, 2023, (招待講演).

[157] 梅田靖: サーキュラーエコノミーが変える、ものづくりとビジネスの可能性. システム制御部会講演会, リコー,

2023, (招待講演).

[158] 梅田靖: CE社会におけるものづくりビジネスに必要なこと　～ 「持続可能な循環経済型未来社会デザイン講

座」への期待. 「持続可能な循環経済型未来社会デザイン講座」設立記念シンポジウム, 三菱電機－東京大学未来

デザイン会議, 2023.

[159] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーが推進する今後のものづくりの姿. 第５９回技術セミナー, 電気硝子工業会,

2023, (招待講演).

[160] 梅田靖: 動静脈連携における循環配慮設計の役割と実態. 第 25 回レアメタル資源再生技術研究会, レアメタル

資源再生技術研究会, 2023.

[161] 梅田靖: ディジタルトリプレットが開くこれからのものづくり. 三菱電機 DX部会講演会, 三菱電機, 2023, (招

待講演).

[162] 梅田靖: 多摩における産業と生活のサステナビリティを考える　サーキュラー・エコノミー（循環経済）をキー

ワードにして. 明星学苑創立 100周年企画　記念講演会, 明星大学, 2023, (記念講演).

[163] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー実現に向けたプラスチック資源循環システムの意義. 愛知県サーキュラーエ

コノミー推進プロジェクトチーム会議, 愛知県, 2023, (招待講演).

[164] 梅田靖: サーキュラー・エコノミーがものづくりを変える. 研修会, 埼玉県中小企業団体中央会, 2023, (招待講

演).

[165] 梅田靖: 欧州で進むサーキュラーエコノミーのインパクトと日本が目指すべき姿. 宮城県 CEワークショップ,

宮城県&新東通信, 2024, (特別講演).

75



[166] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー（循環経済）とそれを可能にするデジタル化. 講演会, 富士フイルム, 2024,

(招待講演).

[167] 梅田靖: 地域課題としてのサーキュラー・エコノミー（循環経済）. 九州・沖縄地域共創懇話会, 三井住友信託

銀行, 2024, (特別講演).

[168] 梅田靖: サーキュラーエコノミーの潮流と中小企業の事業戦略. 令和５年度第３回 城東支社産業セミナー, 東

京都中小企業振興公社, 2024, (招待講演).

[169] 梅田靖: パネルディスカッション. 日立-産総研サーキュラーエコノミー連携研究ラボ　第 1回オープンフォー

ラム, 日立-産総研サーキュラーエコノミー連携研究ラボ, 2024, (パネリスト).

[170] 梅田靖: 廃棄物の再定義？ ～ サーキュラー・エコノミーの文脈のもとでの. 第 12回 SuSPCA／ OECC合同

セミナー, 持続可能社会推進コンサルタント協会, 2024.

[171] 梅田靖: 企業におけるサーキュラーエコノミービジネスの構築方針と課題について. 2024愛知環境賞表彰式・

講演会, 環境パートナーシップ CLUB, 2024, (招待講演).

[172] 梅田靖: 経済の仕組みの大革命「サーキュラーエコノミー」とは. サステナビリティ社内セミナー, ヤマハ,

2024, (招待講演).

[173] Yasushi Umeda: Digital Triplet ～ Digital Transformation of Manufacturing Systems in a Japanese Way.

3rd OPU-HsH Japanese-German Symposium - Industry 4.0 and Society 5.0 for Smart Society - , 2023,

(Keynote Speech).

[174] 梅田靖: 世界に学ぶ サーキュラーエコノミーに向けて企業に求められるアクション. サーキュラーエコノミー

型ビジネスに関するビジネスセミナー, 愛知県, 2024, (基調講演).

[175] 梅田靖: デジタルトリプレットと製造業. IVI公開シンポジウム２０２４-Spring-, インダストリアル・バリュー

チェーン・イニシアティブ, 2024, (パネリスト).

[176] 梅田靖: サーキュラーエコノミーが示す今後のものづくりの姿. 第２回　環生塾WEB特別セミナー, アイ・グ

リッド・ソリューションズ, 2024, (特別セミナー).

[177] 梅田靖: CEに関わる国際動向について. 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 3期「サーキュラー

エコノミーシステムの構築」第 2回全体会議, CE-SIP, 2024.

[178] 梅田靖: サーキュラー・エコノミー（循環経済）によって製造業は情報製造業へ. ものづくりラウンドテーブル,

ビジネス・フォーラム社, 2024, (基調講演).

表彰他 (Awards)

[1] 科学技術庁: 第 53回注目発明, 1994.

[2] AAAI: The 8th Innovative Application of Artificial Intelligence, 1995.

[3] 精密工学会: 1998年度精密工学会賞「機能設計支援のための FBSモデリングの提案」, 1998.

[4] (財)製造科学技術センター: 10周年記念 IMS論文賞「細胞型機械の研究 (第 1報) – 細胞型自動倉庫の開発–」,

1999.

[5] 日本設計工学会: 平成 13年度論文賞「ライフサイクルシミュレーションを用いたサービス指向製品の実現可能

性の検討」, 2002.

[6] 日本機械学会設計工学・システム部門: 平成 18年度業績賞, 2006.

[7] インバース・マニュファクチャリングフォーラム: インバース・マニュファクチャリング功労者, 2006.

[8] AIEDAM誌において、査読付き研究論文 [10]が最多被引用論文（114件）として認定される（David C. Brown:

AI EDAM at 20, AIEDAM, Vol. 21, No. 1, pp. 1–2, 2007.）2015年 10月 30日現在も維持

[9] Int. Symp. on Environmentally Conscious Design and Inverse Manufacturing (EcoDesign2007): Best Paper
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Award, 2007. Yusuke Kishita, Tatsuro Shinohara, Shinichi Fukushige, Yasushi Umeda, Jun Fujimoto:

Scenario Analysis toward Sustainable Resource Circulation in Asian Countries.

[10] 日本機械学会: 日本機械学会教育賞. 「統合デザイン力教育プログラム」, 大阪大学大学院工学研究科機械工学専

攻 (代表者: 藤田喜久雄), 2008.

[11] 日本機械学会: 日本機械学会教育賞. 「複合システムデザインのための X型人材育成」, 大阪大学大学院工学研

究科機械工学専攻 (代表者: 田中敏嗣), 2010.

[12] Design for Manufacturing and the Life Cycle Committee, Design Engineering Division, ASME: Best Paper

Award at 16th Design for Manufacturing and the Life Cycle Conf. Shinichi Fukushige, Eisuke Kunii,

Kazuhiro Yamamoto, Yasushi Umeda: A Design Support System for Scenario-Based Lifecycle Design,

2011.

[13] the Design Society: ICED 13 Reviewers’ Favorite Award. Yusuke Kishita, Naoto Kurahashi, Yohei Yam-

aguchi, Yoshiyuki Shimoda, Shinichi Fukushige, Yasushi Umeda: Design Approach to Envisioning Regional

Electricity Networks with Photovoltaics and Electric Vehicles, International Conference on Engineering De-

sign 2013, 2013. Conference全体でレビュー結果が上位 10%に入った論文に与えられる賞.

[14] Environmental Development誌: Editors’ Choice Articleに選定. Kazutoshi Tsuda, Bi Hong Low, Hayato

Takahashi, Keishiro Hara, Michinori Uwasu, Yasushi Umeda: Potential accounting of regional biomass

resource circulations in Japan: A prospective on regional rural ‒ urban partnerships, Vol. 9, pp. 24–42,

2014. Editorが特に選んだ論文.

[15] Journal of Remanufacturing誌: 歴代最多ビュー論文の 1位 (2015年 10月 30日現在). Mitsutaka Matsumoto,

Yasushi Umeda: An analysis of remanufacturing practices in Japan, Vol. 1, No. 2, 2011.

[16] Journal of Remanufacturing誌: 歴代最多ビュー論文の 2位 (2015年 10月 30日現在). Shinichi Fukushige,

Kazuhiro Yamamoto, Yasushi Umeda: Lifecycle scenario design for product end-of-life strategy, Vol. 2, No.

1, 2012.

[17] 日本機械学会設計工学・システム部門: 部門功績賞, 2016.

[18] Int. Symp. on Environmentally Conscious Design and Inverse Manufacturing (EcoDesign2017): Best Paper

Award, 2017. Kohei Saiki, Yusuke Kishita, Yasushi Umeda: Describing Diffusion Scenarios for Low-Carbon

Products Using Life Cycle Simulation.

[19] 東京大学工学部: 2018年 Best Teaching Award, 2019.

[20] 日本機械学会生産システム部門: 部門功績賞, 2022.

[21] The 19th Int. Conf. on Precision Engineering: Best Paper Award, 2022. Yusuke Kishita, Fuwei Tao,

Christian Scheller, Steffen Bl ö meke, Yasushi Umeda, Christoph Herrman, Thomas Spengler: Toward

building a circular economy of second-life lithium-ion batteries for electric vehicles -A case study of Japan-,

C151, 2022.

[22] 精密工学会: 創立 90周年記念功労賞, 2024.

指導学生の受賞 (Awards for Students)

[1] 大阪大学工学部: 大阪大学工学賞. （木下裕介）, 2006年 03月.

[2] 精密工学会: 2007年精密工学会秋季大会学術講演会ベストプレゼンテーション賞. （木下裕介）, 2007年 09月.

[3] 日本機械学会: 三浦賞. （木下裕介）, 2008年 03月.

[4] (社)自動車技術会: 大学院研究奨励賞. （木下裕介）, 2011年 03月.

[5] 日本機械学会 設計工学・システム部門: 奨励業績表彰. （木下裕介）, 2012年 09月.
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[6] 日本機械学会: フェロー賞 (設計工学システム部門). （萬代浩平）, 2012年 10月.

[7] 日本機械学会: フェロー賞 (設計工学システム部門). （松山祐樹）, 2013年 10月.

[8] 日本機械学会: 研究奨励. （木下裕介: 持続可能社会シナリオの設計支援方法論の研究）, 2015年 4月.

[9] 精密工学会: 2017年精密工学会春季大会学術講演会ベストプレゼンテーション賞. （阪本郁哉）, 2017年 03月.

[10] EcoDesign2017国際シンポジウム: Best Paper Award. （佐伯浩平）, 2017年 12月.

[11] 精密工学会: 2020年精密工学会秋季大会学術講演会ベストプレゼンテーション賞. （本郷結希）, 2020年 09月.

[12] 東京大学工学部精密工学科: 2020年精密工学科卒業論文賞. （横田大輝）, 2021年 03月.

[13] 精密工学会: 2021年精密工学会春季大会学術講演会ベストプレゼンテーション賞. （石田涼）, 2021年 03月.

[14] 日本設計工学会: 武藤英次賞　優秀学生賞. （後藤潤平）, 2022年 03月.

[15] 日本機械学会: 若手優秀講演フェロー賞. （本郷結希）, 2022年 03月, 本郷 結希, 後藤 潤平, 木下 裕介, 武田 英

明, 近藤 伸亮, 梅田靖: ”Digital Triplet 型生産システムのための意思決定プロセス構造化支援システムの構築,”

日本機械学会生産システム部門研究発表講演会講演論文集, 日本機械学会, No. 21-10, pp. 73–74, 2021に対して.

[16] 日本機械学会: 設計工学・システム部門　優秀講演表彰. （後藤 潤平）, 2022年 09月, 後藤潤平, 本郷結希, 山

川博司, 武田英明, 近藤伸亮, 白藤翔平, 太田順, 梅田靖, 坂元和馬, 助川拓士, 松沢大樹, 斎藤賢宏, 小島史夫: デ

ジタルトリプレット構想に基づくラーニングファクトリーの構築, 日本機械学会第 31回設計工学・システム部門

講演会講演論文集, 3304, No. 21-4, 2021 に対して.

[17] エコデザイン学会連合: EcoDePS2022　ベストポスター賞. （早川健太）, 2022年 12月, 早川健太, 木下裕介,

近藤伸亮, 西尾匡弘, 白藤翔平, 梅田靖: Set Parts Supply工程を題材とした生産現場における高年齢労働者の特

徴分析に対して.

特許 (Patents)

ただし、既に失効した特許も含む。

[1] Self Diagnosis and Repair Systems for Image Forming Apparatus, US005166934A, 1992.

[2] 機能冗長系を備えた機械システム, 2505082, 1996.

[3] 画像形成装置のための自己診断システム, 2534384, 1996.

[4] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534385, 1996.

[5] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534386, 1996.

[6] 画像形成装置のための自己診断システム, 2534387, 1996.

[7] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534388, 1996.

[8] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534389, 1996.

[9] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534390, 1996.

[10] 画像形成装置のための自己診断および修復システム, 2534391, 1996.

[11] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534392, 1996.

[12] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534393, 1996.

[13] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534394, 1996.

[14] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534395, 1996.

[15] 画像形成装置のための自己診断および自己修復システム, 2534396, 1996.

[16] 画像形成装置のための自己診断および修復システム, 2579048, 1996.

[17] 画像形成装置のための自己診断および修復システム, 2628781, 1997.

[18] 制御シーケンスソフトウェアの自動生成方法とその装置, 2657189, 1997.

[19] プログラムマネジメントチャート作成支援システム, 特願 2005-208054, 2005.
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[20] 原美永子, 田中百合子, 櫻井敦, 岡宏規, 木下裕介, 下田吉之, 山口容平, 梅田靖, 黒田耕平, 消費電力量分析装置、

消費電力量分析方法、及び消費電力量分析プログラム, 特願 2015-027548, 2015.2.16 出願, 特開 2016-151804,

2016.8.22公開.

79


